
◎議 長（菅 野 修 一 議員）

皆さん、おはようございます。

出席議員も定足数に達しておりますので、直ちに本

日の会議を開きます。

本日の会議は、議事日程第７号によって進めます。

日程第１、一般質問を行います。発言通告のあった

議員は、１番 青野隆一議員、２番 伊藤浩議員、３

番 鈴木由美子議員、４番 土屋範晃議員、５番 鈴

木清議員、６番 菅藤昌己議員、７番 畑中和恵議員、

８番 髙橋隆雄議員、９番 安井一義議員、12番 星

川薫議員、以上の10名であります。

発言の順序は、議長より指名いたします。なお、質

問、答弁を含め、１議員１時間の持ち時間制となりま

すので、質問に対する当局側の答弁は、質問者の時間

制約もありますので、ご協力お願いいたします。

まず、３番 鈴木由美子議員の発言を許します。鈴

木由美子議員。

〔３番 鈴木由美子 議員 登壇〕

◎３番（鈴 木 由美子 議員）

おはようございます。議席番号３番、鈴木由美子で

ございます。先の通告にしたがい、企業振興策につい

て一般質問させていただきます。

本市を取り巻く社会経済情勢は目まぐるしく変化し

ております。その中でも少子高齢化と人口減少は、地

域経済の低迷や税収の減少、社会保障費の増大、地域

コミュニティ機能の低下など、さまざまな形で地域の

活力に影響を及ぼしております。また、エネルギーや

原材料価格、人件費高騰、円安などの影響による物価

高に、実際の賃金上昇が追いつかず、私たちの生活を

直撃している状況にあり、産業振興は地域活性化や市

民生活の基礎となる重要なものであると、あらためて

痛感しているところでございます。第７次尾花沢市総

合振興計画の基本構想、政策の柱１、産業振興に「キ

ラリと光る産業のまち」を掲げており、地域特性を活

かした足腰の強い産業振興と雇用の創出を図り、一人

ひとりが生き生きと働く、キラリと光るまちを目指し

ております。

本市では、農業、畜産業、林業の振興、商工、観光

業の振興、働き手の確保、雇用環境の充実と、３つの

分野に目標を分けておりますが、特に商工、観光業の

振興、働き手の確保、雇用環境の充実の現状について、

帝国データバンク直近２月度の山形県景気動向指数Ｄ

Ｉを見ると、全産業ベースで前月から1.2ポイント改

善して38.9と、２ヵ月ぶりに改善したものの、昨年度

１年間を通して景気動向指数ＤＩが40未満にとどまり、

コロナ収束後も長期にわたり低迷している状況にあり

ます。

製造、中小企業においては、半導体や自動車など、

規模の大きい業界の設備投資が低迷のほか、小売りサ

ービスなど、多くの業界から厳しい現状を訴える声が

寄せられているとのことです。そのような中で、ハロ

ーワーク村山管内の正社員有効求人倍率は1.0を割っ

ており、県内８つのハローワーク中、最下位と深刻な

状況にあります。そこで、企業振興策に絞り、大きく

次の３点について質問いたします。

１、本市企業の景気の状況、現状をどのように把握

していますか。２つ目、銀山温泉の現状と課題につい

て、どのように把握していますか。３つ目、尾花沢市

産業の地域特性をどのように理解し、共有していらっ

しゃいますか。

現状と課題を把握することで見えてくる令和７年度

の企業振興策として、どのような戦略的内容を反映さ

れているのか、具体的支援策などもお伺いいたします。

以上になりますが、必要に応じて自席にて再質問を

させていただきますので、よろしくお願いいたします。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市長。

〔市長 結城 裕 君 登壇〕

◎市 長（結 城 裕 君）

皆さん、おはようございます。まず、鈴木由美子議

員からは企業振興策について、３点ご質問をいただき

ました。順次お答えを申し上げます。

初めに、市内企業の景気の現状についてお答えを申

し上げます。

本市の企業振興策については、第７次総合振興計画

における、商工業、観光業の振興の分野での主要施策

として、企業同士の連携、中小企業の経営支援を掲げ

て、企業間連携による高付加価値なものづくり、地域

の構築や福原工業団地への企業誘致推進と、団地内の

環境改善などについて実施していくこととしており、

事業の推進に努めているところであります。

企業振興策を実施するにあたり、必要な企業景気の

現状についてどのように把握しているかとのご質問で

ありますが、景気の方向性を図るための重要な指標と

して、景気動向指数、いわゆるＤＩ、ディフュージョ

ン・インデックスがあります。この指標は、生産や消

費、物価などの景気変動に関係する複数の指標を用い

て算出されており、50％を目安として、数ヵ月連続し

て上回っている時は景気拡大期にあるとされ、景況感

や業況判断の方向性を示すためのものであります。本
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市においては、景気動向を把握する際は、この山形県

版である山形県景気動向指数ＤＩに加え、ハローワー

ク村山管内の有効求人倍率、商工会や各種団体との定

期的な意見交換、企業訪問、アンケート調査などを通

じて把握しております。このような景気動向について

は、企業対策専門員が企業訪問で得られた市内企業の

声なども含めて、定期的に報告を受けているところで

あります。

県内の景況について、直近の山形県の景気動向指数

ＤＩを見ますと、１月の調査で38.9となり、前月比で

1.2ポイント改善したものの、依然として低水準であ

り、長期的な低迷が続いている状況となっております。

市内の景況については、市内事業者を対象に実施し

た令和６年上半期の景況調査によれば、「業績が回復

している」と回答された事業者は15％、「変わりな

い」が47％、「業績が悪化している」が38％という結

果が出ており、市内企業からは、多くの業種で人材不

足が課題となっており、特に製造業、建設業、サービ

ス業における人材確保が困難な状況にあるようでござ

います。

また、企業訪問による企業対策専門員の分析では、

２次産業で最も就労者数の多い市内製造業について、

従業員数の規模別の景況を見ますと、従業員数が上位

にある製造業においては、景況感は悪くない状況とな

っておりますが、従業員数が中位以下の製造業におい

ては、前年を上回る企業や前年と同様と回答する企業

がある一方で、前年を下回る厳しい状況と回答された

企業もあり、市内の景況と一口に言っても、それぞれ

の企業が感じる景況感には差がある状況となっており

ます。

このような現状の中、市内企業が直面する課題は、

特に人材の確保、育成に関する課題が最も多く、その

傾向は、さまざまな業種において顕著に現れておりま

す。特に20代から30代の若い働き手が不足しており、

その対策として外国人労働者を採用する企業が増えて

きておりますが、日本語があまり使えない外国人が多

く、コミュニケーションが取りづらいなど、業務に支

障をきたしているという新たな課題もお聞きしており

ます。この新たな課題の対策として、今年度、実証的

に外国人労働者向けの日本語教室を開催いたしました。

参加された方々から大変好評を得たところでありまし

たので、新年度から尾花沢市グローバル人材サポート、

日本語教室事業として実施していく考えであります。

本市の産業を維持、振興していくためにも、市内企

業の経営状況や課題を把握して、対策を講じていくこ

とは重要な取り組みでありますので、引き続き、景気

動向に注視しながら、関係機関との連携や企業訪問を

通じた情報収集に努めてまいります。

次に、銀山温泉の現状と課題についてお答えを申し

上げます。

2024年に日本を訪れた外国人観光客は3,600万人ほ

どで過去最多を記録し、今後も拡大していくことが見

込まれているようであります。本市の観光名所である

銀山温泉についても同様の傾向にあり、ノスタルジッ

クな景観を目当てに、台湾や香港をはじめ、さまざま

な国から多くのお客様にお越しいただいております。

特に観光客に占める外国人の割合が増加傾向にあり、

観光客が過度に集中することで、交通渋滞が発生する

などのオーバーツーリズムへの対応が新たな課題とな

っております。

こうした状況から、外国人観光客を含む日帰り観光

客等の受け入れ体制の充実に向けて、今年度新たに立

ち上げた尾花沢市持続可能な観光地づくり協議会にお

きまして、国土交通省の支援を受けながら、銀山温泉

組合や交通事業者等の関係者との協議を重ねて、課題

解決に取り組んでいるところであります。銀山温泉が

観光地として選ばれ続ける、観光地としてあり続ける

ために取り組んでいくことは、観光業に携わる方々の

生業を守り、ひいては、市民が暮らし続けられるまち

の実現につながっていくものと認識しておりますので、

引き続き関係者との連携を深めながら、持続可能な観

光地域づくりを進めてまいります。

次に、本市産業の地域特性とその理解等についての

ご質問にお答えを申し上げます。

初めに、まちづくりに関する定義として、国では、

「地方公共団体は、その自然的・歴史的条件、産業構

造、人口規模等がそれぞれ異なっており、これに即応

してさまざまな行政活動を行っている。」とされてお

り、自治体ごとの特徴や資源を活かしたまちづくりを

推進することとされております。

本市では、議員仰せのとおり、政策の柱の１つ目に

産業振興を掲げ、農業、商工業、観光業という、産業

構造の大分類である１次、２次、３次に区分し、それ

ぞれの推進施策に取り組んでおります。本市産業の地

域特性についてでありますが、いわゆる本市の強味は

基幹産業である農業であると認識しております。これ

は、山形県市町村課で発行されている山形県市町村概

要で、県内35市町村の産業別就業実態を調べてみても、

１次産業の県平均が約９％に対して、本市は約21％で

あり、農林業の印象が強い山形県の中でも３番目に高
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い就業率となっております。農業は昨今の米不足によ

り、あらためて見直されているようでありますが、食

料の供給という国民の生活基盤を守り、地方での雇用

創出や地域経済が活性化することによる過疎化の予防、

また農業を持続することで、野生鳥獣の出没や自然災

害の抑止にも効果が期待されるものであり、市民の

方々にとっても大変有益な産業となっています。引き

続き、本市の基幹産業である農業を守り継ぐことによ

り、豊かな自然と調和した幸せな生き方ができるまち

づくりに取り組んでまいります。

また、商工業においても、中心商店街の活性化支援

策や製造業における地元企業への就職支援策など、幅

広く支援させていただくことで、キラリと光る産業の

まちを目指してまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

鈴木由美子議員。

◎３番（鈴 木 由美子 議員）

それでは再質問させていただきたいと思います。ま

ちづくりや地域振興の一丁目一番地は、あらゆる産業

の振興だと思っておりますので、今回この質問をさせ

ていただいております。それで、企業振興室の活動の

中から何点かまた質問いたします。

本市企業の景気の状況を、違う、昨年、昨年2024年

１月から12月の市内製造業の設備投資総額はどのぐら

い行われたでしょうか。それで、あの昨年の12月末現

在の雇用の増減、前年同月比などはどのような状況か

伺いたいと思います。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

企業振興室長。

◎企業振興室長（齊 藤 孝 行 君）

お答えいたします。今、由美子議員の質問に対して

は、市内企業の設備投資額の部分と雇用の増減という

部分であります。まず１点目の設備投資額については、

それぞれ専門員が訪問した際に、それぞれの個別の如

何をお聞きする場合もありますが、全体としては把握

はしてございません。統計として2023年の経済構造実

態調査があります。その中で製造品の出荷額というよ

うなことで、こちらのほう公表なっております。で、

市内の部分については297億円なっておりまして、前

年と比較しますと、マイナス8.3％というような結果

になっている状況であります。こちらの部分について

は、先ほど市長の答弁のほうにもありました。規模の

比較的大きい製造業においては、比較的売り上げも高

水準で推移しているようでありますが、やはりあの原

材料の高騰でありますとか、あと人件費の増加という

ふうなことで、収益が圧迫されている状況が見られる

ところであります。そのようなこともあって、積極的

な設備投資は控えられている傾向があるのかなという

ふうに捉えております。

２点目の雇用の増減というようなところであります

が、こちらのほうも市全体としての雇用の増減という

ことでは把握してございません。ただ、統計のほうで、

市内における従業員者数というようなことで、直近の

経済センサスがあります。これは2023年の調査になり

ますけれども、そちらの全産業の従業員者数は5,865

名でありまして、前回、あの今の数字は令和３年の数

字であります。５年ごとに実施ですので、前回は平成

28年で、その調査から285名減少しているというよう

な状況であります。以上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

鈴木由美子議員。

◎３番（鈴 木 由美子 議員）

私、あの冒頭に社会経済情勢は目まぐるしく変化し

ておりますと申し上げたとおり、やはりその時々の状

況を掴むための企業振興室であるのではないかなと私

は思っておりました。その地域経済の、やはりバロメ

ーターというのは、その測るというのは、その都度都

度の設備投資とか、雇用がどうなっているかとか、そ

ういったことを企業振興室、企業振興アドバイザー事

業でされているのかと思っていたところですが、では

じゃあ、このまた次の質問しますけれども、先ほどの

市長答弁では、人手が足りないというお話ではありま

したけれども、実際に村山ハローワークでは正規の有

効求人倍率は１を切っているということを申し上げた

とおりなんですけれども、本当に人手不足なのかいう

ところをもう一度お聞きしたいと思います。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

先ほども申し上げたとおりですね、企業対策専門員

のほうが、直接市内企業のほうに訪問して確認してい

るところであります。ほぼほぼ、ほとんどの企業にお

いて、さまざまな機会を捉えて募集をしていても、な

かなか集まらないという実態を、生の数字を、声を聞

いてですね、私、報告を受けているということであり

ます。本当に厳しい状況でですね、そういう一方でで

すね、先ほど申し上げましたとおり、外国人材のほう

も、もちろんたくさん雇い入れて働いていただきたい

反面、なかなかその日本に馴染まない方も大勢いらっ
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しゃるというようなことで、我々としてはなんとかそ

この、なんと言うんでしょうか、糸口となるように、

少なくとも言葉と日本のマナーみたいなことはぜひ学

んでもらえれば、いろんな形でコミュニケーションも

スムーズになってきて、仕事のほうもうまく進んでい

けるかなというようなことから、日本語教室、試行的

に実施したものを本格的に実施、新年度にしていくと

いうようなことをして、そういう人材不足をしっかり

補填していければなというふうに思っているところで

あります。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

鈴木由美子議員。

◎３番（鈴 木 由美子 議員）

あの人手不足というところで、だいぶ尾花沢にもい

ろんな業種で外国の方が働いていらっしゃるとお聞き

もしますし、実際市役所の中でもお見かけすることも

ございますので、増えていらっしゃるんだなとは実感

しております。ただ、あの、本当に学校を卒業した新

卒の若い方、そういった方がなかなか尾花沢の企業さ

んに来ていただけないという現状というお話もお聞き

しましたけれども、まあ実際に私、あのハローワーク

村山さんにもお伺いしまして、今の若い方たちの就職

先を決めるにあたりまして、いろんな条件を求められ

ているというお話を聞いてまいりました。それは賃金

の、賃金体系はもちろんなんですけれども、その働き

方、福利厚生、休日なども取りやすいかとか、そうい

った面を大変重要視されて、若い方は就職先を選んで

いらっしゃるというお話でありました。ですので、今

いろんな制度、国の制度ありますけれども、例えば、

くるみん、以前もお話ししたことあるんですけれど、

くるみんとか、あとはユースエールとか、こういった

国の、例えばユースエールの場合ですと、若者の採用

育成に積極的で、若い方の雇用管理の状況などが優良

な中小企業に対して、厚生労働大臣が認定する制度で、

これを受けますとさまざまな支援が受けられる、こう

いった制度もありまして、ハローワーク村山管内の企

業さんも、この制度を認定もらえるように企業努力も

されておりまして、マークもその認定を受けますと、

マークも使わせていただいて、企業ガイダンスなりの

時のパンフレットにも、そういったマークを載せられ

る。若い方もそれを知っていらっしゃるので、そのマ

ークが付いているか付いてないかでも、まず選ぶ、選

ばれる、そういった傾向にあるという話も聞いており

ます。ただ、尾花沢に関しましては、そういった企業

さんがあまりないんですよというお話ありまして、も

しそういう認定を受けられますと、ハローワークさん

のほうでも優先的に企業ガイダンスとか、そういった

ところにお誘いを、まずいの一番にお声掛けしている

んだという話もありました。そういった取り組みを推

進するというんですかね、まあ、情報として、市のほ

うから企業さんにもお伝えしているものかどうか、そ

の辺もお聞きしたいと思いますけれど、状況はどうで

しょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

企業振興室長。

◎企業振興室長（齊 藤 孝 行 君）

企業の職場の改善と言いますか、そういうふうな位

置付けで、例えばくるみんの取得であったり、そうい

うふうな状況かと思います。こちらの部分については、

企業のほうにも、企業懇談会というふうなことで組織

がございます。その総会の際に、そういうふうなこと

のお知らせであったり、あとはディーセント・ワーク

の部分については、社会教育課のほうと連携しながら、

いろいろ情報を企業さんのほうには伝えているところ

であります。

あと、先ほどの若者の就労の部分については、いろ

いろ企業懇談会の中のほうでも、学校のほうとも連携

しながら、例えば大学生、短大、あとは北村山高校の

インターンシップや、あと北村山高校を対象にした模

擬面接会など、いろいろそういう若い人たちが市内の

企業を知ってもらうような、そういうふうな取り組み

も今現在しているところであります。以上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

鈴木由美子議員。

◎３番（鈴 木 由美子 議員）

やはりいろんな北村山高校さんへの取り組みとか、

頑張っていらっしゃるというのは存じ上げていますけ

れども、やはり目に見える形でこのマーク、取るの大

変なんですけれども、そういったところも積極的な取

り組みを促すようにされてはいかがかなと思うところ

です。

あとはもう１つあの質問したいと思いますけれども、

企業振興策として、具体的に今年度の予算案を見させ

ていただいておりますけれども、まだまだ企業振興策

として予算が少ないのではないかと思います。農業も

本当に大切だというのは、私も十分理解しております。

ただ、その農業支援策と企業支援策では、かなりの金

額の差がついておりますので、もう少し企業振興策の

ほうにも、予算を十分に取っていただく必要があるの

ではないかと思いますけれども、具体的にもっとなん
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て言うんですかね、企業振興策として戦略的に考えて

いく中での策というのは、どういうふうにお考えなん

でしょうか。どういった企業振興策を反映されるんで

しょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

企業振興室長。

◎企業振興室長（齊 藤 孝 行 君）

具体的な施策というようなところであります。先ほ

どの市長答弁のほうにもありました、今現在の市内の

景況を企業専門員がいろいろ企業訪問しながら、状況

を踏まえて今年度の施策というようなところになって

おります。

新たな部分については、やはり１番大きいのが、先

ほど市長が言った人材不足という課題であります。こ

ちらの部分については、今やはり外国人の登用という

ところも多くなっております。山形県のほうでも外国

人の登用の部分で、いろいろ企業に対しての支援を踏

まえながら、いろいろ予算を獲得しております。尾花

沢市においても、まずはその人材不足、そして、まず

は喫緊の課題であるそれをどうしていくかということ

が、最重要というふうに認識しております。その中で、

昨年から試行的に外国人を受け入れた企業の皆様に対

して、まずはその日本語コミュニケーションができる

ような形で、日本語教室を開いてきたところでありま

す。こちらのほうもいろいろ実施、今年度実施しまし

て、いろいろアンケート調査などしながら、やはり企

業のほうでは、すごい良かったというようなことで、

引き続きやってほしいという声があります。令和７年

度については、日本語教室のほうを実施して、またこ

ちらの部分については、県のほうの補助も活用できる

と想定しておりますので、まずは第一義的には、その

人材不足での外国人に対しての受け入れ態勢の強化と

いうふうな部分で、まずは進めていく方針で考えてお

ります。以上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

鈴木由美子議員。

◎３番（鈴 木 由美子 議員）

やはり人材不足というのは、本当にその企業振興に

とっては１番痛いところだと思います。やはり人がい

ないと生産性を高められないということは、受注を拡

大していけないということにつながりますので、やは

り私としましては、外国人の方ももちろん大切な労働

力として大切な方々でありますけれども、やはり正規、

正規の雇用をもっと取り入れていかなくちゃいけない

んではないかと思います。正規社員の登用というのが

１番要なのではないのかなと思っております。それで、

今はそういった具体的な戦略は、そういった外国人の

方々のということでありましたけれども、もっと行政

ができる支援策としまして、もっといろいろあるんじ

ゃないかなと思います。例えば今、先ほどもお話あり

ますけれども、原材料価格の高騰、そして人件費の高

騰、上げなくちゃいけない、そういったところ、いろ

いろな問題ありますので、例えば価格交渉セミナーだ

ったり、付加価値経営に関する学びの実践セミナーで

あったり、あとはやはり企業さんがもっとより多くの

取引先を見つけるための企業マッチング商談会、あと

はブースの展示、出展など、行政として支援していく

策は、いろいろあるのではないかなと思うところです

けれども、いかがお考えでしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

我々が今でき得る最大限のものをですね、企業さん

のほうともいろいろお話させていただく中で、できて

いる事業が今ある姿であります。したがいまして、今

後また必要なこと、例えばできることがまだこういう

ことがあるということがあるのであれば、またそれは

それでお示しいただいて、そしてまた議員のほうから

もですね、こんなアイデアいかがですかということで

あれば、それはそれで検討できるものはさせていただ

くということで、よろしいんではないかなというふう

に思います。

一方で各企業さんの置かれている立場、位置という

のは、皆さん全て違います。したがいまして我々が画

一的、統一的にやる事業というのは、皆さんに統一的

に支援できるようなものだけをピックアップしてやら

せていただいた。一方で、先ほど私が申し上げたよう

な、企業対策専門員は各事業所のほうに出向きまして、

それぞれの課題に直接向き合って、できるものは即実

施していると。必ずしも公表できるもの、公表できな

いもの、さまざまなものが、それはそれぞれが営業し

て利益を求めてやっているわけですので、それぞれ事

業の中でオープンできるものとできないものがあろう

かと思います。そういう中で、それぞれ普段から親密

な連携を取りながら、すぐ対応できるものはさせても

らっているということで、できているものもかなりあ

ると私も聞いております。したがいまして、今後さま

ざま、さらに我々ができるもので進められるようなも

のがあれば、ぜひ教えていただいて、そして企業さん

ともお話させていただいて、進めていければというふ
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うに思っております。

あともう１点、先ほどお話のありました農業のほう

の支援策の金額、規模、それと商工業の支援策の規模

を一概に比較して、何か金額だけが大きければ全てだ

というようなことではないんだろうと思います。いか

に企業さんが困っていることに、我々が一緒に伴走支

援させていただく。悩みもあるでしょうし、進めてい

ける方法も、先ほど申し上げたとおり、10者おられれ

ば10者みんな違います。そこに一緒になってですね、

解決策を進めていくということが私は１番大事なんだ

ろうと思って、日々そういう仕事をやっていただいて

おります。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

鈴木由美子議員。

◎３番（鈴 木 由美子 議員）

今年度の具体的な支援策の中に、例えば先ほど言っ

たような、いろんなセミナー、セミナー関係とか、そ

ういった予算が具体的に載ってなかったもんですから、

そういったところにも大幅に予算をつけていただいて

はいかがかなと思って、ちょっとその農業との少し差

を申し上げた次第です。なので、その大幅に農業と同

じぐらいのとかというのではないんですけれども、も

っとさらに農業も企業もバランスよく発展していくた

めに、もう少し企業振興策のほうにも予算を割かれて

はいかがでしょうかというつもりで質問しました。

それで、じゃあ次の質問ですけれども、実際に銀山

温泉、今大変な外国人の旅行客の方に来ていただきま

して、大変な大盛況にあります。それで、いろんなオ

ーバーツーリズム、交通渋滞など、オーバーツーリズ

ムが新たな課題となっているということでありました

けれども、では実際にそういった課題はあるものの、

内容についてもっと、この銀山温泉の状況についてお

伺いしたいと思うんですけれども、各旅館さんの昨年

の１月から12月までの宿泊人数は、12月末現在、前年

同月比の増減はどうでしたでしょうか。また、あの宿

泊代を含む現地消費、宿泊代を含んで、現地で消費し

た金額は、昨年の12月末現在、前年同月比の増減とか

調べていただいてますでしょうか。どうでしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

企業振興室長。

◎企業振興室長（齊 藤 孝 行 君）

銀山温泉の宿泊者の部分であります。こちらのほう

については、2024年については約10万7,000人であり

まして、前年、あの歴年であります2023年については、

約11万9,000人になっております。若干、あの宿泊数

については、横ばいで推移しているのかなというふう

に捉えております。また、外国人の観光客の割合であ

りますけれども、まず2023年に比較しまして約２倍に

増加している傾向にあるというふうに捉えております。

以上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

鈴木由美子議員。

◎３番（鈴 木 由美子 議員）

宿泊代を含む銀山温泉地区での消費金額というのは

どうでしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

企業振興室長。

◎企業振興室長（齊 藤 孝 行 君）

売り上げの部分でありますけれども、具体的な金額

までは全体の把握はしてございませんけれども、商工

会のほうで、景気の調査アンケートというふうなこと

で、会員に対して調査を実施しております。そちらの

飲食、宿泊業に上げる売り上げについて、「上がって

いる」と回答した事業所については14％、「変わりな

い」が59％、「下がっている」が27％の結果でありま

した。また、販売の単価については、「上がった」と

回答した事業所は33％、「変わりない」が63％、「下が

っている」が４％と、こういうふうな結果であります。

以上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

鈴木由美子議員。

◎３番（鈴 木 由美子 議員）

商工会さんで把握しているのは当然だと思いますけ

れども、やはり本市としましても、そういった状況を

把握するために、企業振興アドバイザーの方もやって

らっしゃるんだと思いますので、そこはやはり温泉さ

んも企業ですから、会社ですから、こういったところ

も売り上げ等を把握しているのは当然なんじゃないん

でしょうか。ちょっと今、商工会さんから聞いていた

だいた状況をお聞きできましたので分かりました。そ

れでは、その銀山温泉が、持続的に宿泊人数を確保し、

また訪れてみたい温泉というふうになるためには、必

要な行政支援策をどういうふうにお考えかお伺いした

いと思います。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

企業振興室長。

◎企業振興室長（齊 藤 孝 行 君）

銀山の今後の取り組みであります。さっき言ったや

はり今回、持続可能な地域づくりといいますか、パー

クアンドライド方式で、いろいろその課題を解決に向
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けた実証を実施しておりまして、将来的にやはり銀山

に住む地域の皆様がずっと住んでいけるように。そし

て観光客、訪れるお客様が何回も来たいというふうな、

やはりまちづくりを進めていく必要があると捉えてお

ります。やはりそのお客様の満足度を上げるためには、

滞在価値を向上させるような、その付加価値をいかに

付けていくかというところが非常に重要であります。

やはり銀山温泉組合と市と、あとは民間のいろいろ事

業者を踏まえて、いろいろ計画的にですね、ソフト面、

あとはハード面、両方から官民共同で計画的に取り組

んでいく必要があるのかなというふうに考えておりま

す。以上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

鈴木由美子議員。

◎３番（鈴 木 由美子 議員）

やはりあの、また訪れてみたいと思えるには、満足

度がなければいけないと私も思いますので、ぜひその

訪れる方の満足度を上げるための、まず何が不足して

いるのかというのを調べる必要もあるのではないかな

と思います。例えば、もしかしてやっていらっしゃる

のかもしれないんですけれども、旅館さんの中にアン

ケートを置いて、それを市で集計して、どういったこ

とに対して満足したとか、満足してないとか、そうい

った調査も必要ではないかと思います。そうでなけれ

ば、どうやったらいいかというのは、まず支援策など

は考えられないのではないかなと思うんですけれど、

やっていらっしゃるものでしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

銀山温泉につきましては、先ほど私も答弁させてい

ただいたんですが、まず現状の認識をですね、共有さ

せていただきたいんですが、議員もたぶんご承知だと

思いますが、今銀山温泉の旅館さん、予約を取ろうと

してもたぶんほぼ取れない。それはもう、ほぼほぼ満

室、おそらく私も具体的に何ヵ月先まで満室になって

いるかまでは調査しておりませんが、ほぼほぼ私が知

る限りにおいては予約が取れない、満室ということは、

ほぼほぼ宿泊のお客さんは埋まっておられるというの

が現状であります。それで、その方々は初めての方も

おられるでしょうし、リピートで来られている方もお

られるというふうに聞いております。

一方、今回オーバーツーリズムということの１番の

主眼のところは、日帰りで来られているお客さんが、

いわゆる宿泊のお客さん以上にたくさんおられると。

たぶんこれも議員も肌で感じておられると思うんです

が、平日にもかかわらず、大型バスが何十台と往復さ

れているのは、たぶんご覧になっておられると思いま

すが、あの方々というのは、ほぼほぼ日帰りのお客さ

んです。あの方々は、あの景色をご覧になりたい、も

しくは今主流になっているスマホでのこの景色を一緒

に撮影したい、そういう目的の方々が大勢いらっしゃ

る。そしてまたそれが、雪が降った景色と夜間のガス

灯が灯った時の景色がさらにすばらしいということで、

あの夕方の時間帯が一番混むというようなことで、あ

の時間帯を特にゆっくり観光してもらうために、その

入る方々を事前に予約していただいて行っていただく

というような、ちょっと制限をかけさせていただくと

いうことなんです。

したがって、銀山温泉の宿泊だけを捉えた時には、

ほぼほぼ同じ水位、コロナで若干下がった、特にイン

バウンドからのお客さんは下がったということはある

でしょうけれども、それも少しずつ戻りつつある。そ

ういう中で、やはり銀山は今、観光客、日帰りのお客

さんがたくさん来られていて、その方々が課題として

申し上げれば、銀山からじゃあほかの観光地にどうい

うふうに回っていけるか。例えば尾花沢で言えば徳良

湖、そして市の中心街、松尾芭蕉10泊されたところ、

そういうところを観光してもらう。もしくは市内のほ

かにも各地区、さまざまなことをやっておられる元気

な地域がたくさんあります。そういうところにも足を

運んでもらう。そういうことを我々は今後の課題とし

て、新たな観光のルートを作っていくというようなこ

とを今やっておりますし、新年度においてもしっかり

それを対策、あの新たなものを作っていくと。そして

先ほど申し上げた話は前後しますが、オーバーツーリ

ズムの対策も、じゃあどういう形で皆さんに来ていた

だくことで、ゆっくり観光してもらえるか。そんなこ

とを合わせて、今、銀山のさらなる観光振興を、そし

てなおかつ尾花沢全体の観光振興につながっていける

ようなことを今、進めているということであります。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

鈴木由美子議員。

◎３番（鈴 木 由美子 議員）

私もあの、いろいろな銀山に日帰りで、ただ銀山だ

けで終わらないように、さまざまな地域との結び付き

で観光ルートを作られているというご努力をされてい

るのは存じ上げております。外国人の方々の、やはり

こちらに訪れてみたいという理由の１つに、地域の方

との触れ合いとか、地域の歴史に触れてみたいとか、

令和7年3月6日本会議（一般質問）



アクティビティなど、実際にただ見るだけではなくて、

何か体験をしたいというのが上位になっているという

のも、私もいろいろ知りました。そういったところで、

ますますもっといろんな地域で、いろんな資源を活用

した取り組みに、またご尽力していただきますことを

お願いしたいと思います。

最後の質問ですけれども、尾花沢市産業の地域特性

をどのように理解し、共有していますかということに

対しまして、尾花沢市の強味は農業ですというところ

を仰っていただきました。その優位な地域特性を活か

して、さまざまな事業に対しまして、活性化、事業の

活性化と企業と行政が連携して取り組んでいくことが

求められているのだと思っております。私としまして

は、尾花沢はほどよく便利であるということとか、農

業に関しましても、今、米が注目を浴びておりますけ

れども、尾花沢市は今言った知名度が高い銀山温泉も

ありますし、特産のスイカも夏スイカ日本一というこ

とで有名になってきましたので、そういった特性、優

位性があるのだと思っております。先日、経済産業省

と内閣府を兼務されておりまして、地方創生2.0の検

討チームに所属されている職員の方とのお話をする機

会に恵まれまして、そこであの地域の経済活性化に向

けた施策を、さまざまご紹介していただきました。ま

たあの、ご指導を受けたのは地域全体で人手をどう確

保するのか。それには幅広い業種で、それは医療とか

介護も含めて、幅広い業種で仕掛けづくりと行動を促

す、地域の魅力をどう倍増させていくかが、各自治体

の創意工夫が必要なんだというふうに仰っておりまし

た。そういったところで、この地域の特性、優位性を、

本市全体で共有して、そして今後、どういった施策に

つなげて取り組みをされていくご予定なのか、お聞き

したいと思います。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

先ほど私も申し上げましたが、やはり尾花沢市の地

域特性をしっかり活かしてですね、そのまちづくりを

していきたい。その産業としてみた場合には、やはり

第１次産業、いわゆる農業が中心のまちということが、

これはもう紛れもない事実ですし、そこはしっかりこ

れからも伸ばしていきたいということで進めてまいり

ます。

一方、商工業についても、さらに観光業についても、

さまざまなところをしっかり推し進めていって、必ず

しもその金額的な規模のみならず、いかにそれぞれの

業をなされている方々に伴走、しっかり寄り添えるか

というところ、それをしっかりこれからも進めていき

たい。一方で、その地域の特性という部分は、先ほど

申し上げたのは、あくまでも県内の尾花沢市の位置付

けというものを見た時が、まさにそういう特徴があり

ます。一方で、尾花沢市の中でも地域が大きく５つ分

かれているわけです。その５つ分かれているそれぞれ

の地域によって、昔から受け継いで来られたすばらし

い文化や、さまざまなものがたくさん、資源も含めて

ですね、たくさんある。私のまちづくりの基本は、や

はりそういうそれぞれの地域が持っているもの、特性

をもっともっと活かして、そして尾花沢市をもっとも

っと元気なまちにしていきたい。そういうまちづくり

をしっかり私は進めたいと思います。それを持って私

は地域が地域づくり、それをしっかり尾花沢市全体に

広げてやっていく。その狙いはまさに、それに関わる

方、もちろん先ほど人材不足の原点になるところは若

い方々、しかし、若い方々だけで世の中が動いている

わけではなくて、地域、特に地域においては高齢の

方々、たくさん今元気な高齢の方々がおられ、そして、

その方々にいろんな形でその地域を活性化するための

施策に取り組んで、一緒に取り組んでもらおうという

ふうに私は思っています。そういうまちづくりをして

いきたいというのが私の原点でありますし、それに関

わっていただくことで、地域の皆さんも参加意欲、そ

してその地域をもっともっと良くしていく、それが集

合されれば、尾花沢全体が元気になるという、そうい

うまちづくりを私はこれからも目指してまいりたいと

いうふうに思います。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

鈴木由美子議員。

◎３番（鈴 木 由美子 議員）

やはり産業振興は地域全体で、それは農業とかさま

ざまな産業全体です。全てのものが集まって考えてい

かなくちゃいけないものだと思いますので、ぜひ取り

組みをお願いしたいと思います。また私は、先ほど申

し上げましたように、経済産業省とか、そういったと

ころに出向く機会にも恵まれましたけれども、ぜひ担

当、今この企業振興策としましては、企業振興室を中

心とやられてますが、ぜひご担当の方には、ぜひ国の

ほうの機関にも出向いていただいて、現状のいろんな

支援策なども聞いてきて、生の声を聞いてきていただ

いてはどうかと思うところです。

さまざま申し上げましたけれども、今後ともその企

業振興室を中心に、企業振興アドバイザー事業を継続

令和7年3月6日本会議（一般質問）



してやっていかれておりますが、さらなる充実した活

動になりますことをお願いしまして、そして、市全体

で考えていくテーマに、一番のテーマにしていただき

たいと思いまして、私の一般質問を終わらせていただ

きます。ありがとうございました。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

以上で、鈴木由美子議員の質問を打ち切ります。

次に12番 星川薫議員の発言を許します。星川薫議

員。

〔12番 星川 薫 議員 登壇〕

◎12番（星 川 薫 議員）

先の通告にしたがい、３月定例会一般質問をさせて

いただきます。私からは大きく４点についてお伺いい

たします。

１つ目は、統合小学校建設における市民の声につい

てであります。尾花沢市統合小学校建設工事が令和７

年度から９年度までに変更され、プール工事を令和８

年、９年度で建設することとなっていますが、市民か

らは、「市でのプール建設は最後だろうから、屋外プ

ールではなく屋内プールにして、子どもからお年寄り

まで通年利用可能なプールにしてほしい。」との声が

多々あります。現在の設計は屋外プールとなっていま

すが、市民の声を第一に再考されてはいかがでしょう

か。

また、尾花沢市小中学校建設候補地評価表において、

項目の「周辺環境の騒音、振動、臭気等を発生する施

設がない」の評価は5.0を満点とし、3.8と評価が低い

状況であります。評価では、近くに溶解炉のある工場

と牛舎があると書されており、常任委員会でも牛舎の

移転もしくは解体について要望を申し上げているとこ

ろであります。現在の状況についてお伺いいたします。

２つ目は、パレットスクエア跡地の利用計画につい

てであります。現在、パレットスクエアの解体が進ん

でいます。また、12月には総務文教常任委員会におい

て、不動産鑑定評価の成果をご提示いただきましたが、

所有者との話はどこまで進んでいるのかお伺いいたし

ます。

また、内閣府民間資金等活用事業推進室ＰＰＰ／Ｐ

ＦＩ推進室より、民間資金等活用事業調査費補助事業

についても説明を受けていますが、近隣地区とのワー

クショップや商店街組合や商工会等との協議や企業と

の連携は、不可欠であると考えております。当局は今

後どのように進めていくのか、お考えかお伺いいたし

ます。

３つ目は、移住空間安全対策事業費補助金について

であります。令和５年度からの補助事業であります移

住空間安全対策事業費補助金は、住宅地等で発生した

災害の復旧に要する経費への助成、経費の３分の１、

上限10万円で災害救助法が適用された自然災害または

一時間雨量20㎜、24時間雨量80㎜のいずれかを超える

降雨により発生した災害に対する復旧工事費に適用さ

れますが、これまでの実績と検証をお伺いいたします。

最後に、消火栓の管理についてであります。消火栓

の雪囲いは、自主防災組織、防災資機材購入事業を活

用しており、自主防災組織が購入する防災資機材の経

費を補助する制度を受け、地区で行っていますが、補

助率９割で地区の負担が１割となっております。市で

設置することはできないものなのかお伺いいたします。

以上、質問席からの質問とさせていただきます。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市長。

〔市長 結城 裕 君 登壇〕

◎市 長（結 城 裕 君）

星川議員からは大きく４つのご質問をいただきまし

た。順次お答えを申し上げます。なお、１つ目の統合

小学校につきましては、教育委員会より答弁いただき

ます。

まず初めに、２つ目の旧パレットスクエア跡地の利

用計画についてお答えを申し上げます。

昨年12月の総務文教常任委員会において、旧パレッ

トスクエア跡地の購入についてとして、説明させてい

ただいておりますので、重複する部分もございますが、

その後の経過も踏まえながら回答させていただきます。

現在の当該施設をご覧になられた方も多くいらっし

ゃると思いますが、仮設の足場が段階的に取り外され、

目視できる範囲においては、積雪があるものの、建物

本体のほとんどは解体されているものと認識しており

ます。所有者からは、雪解け後に土間基礎の解体と後

片付けを行う予定だと聞いておりますので、常任委員

会での説明同様の５月いっぱいの工期となっているよ

うであります。

議員がお尋ねの土地の取得に向けた所有者との話し

合いにつきましては、既に購入する意向をお伝えして

おりますので、受け止めていただいている状況だと認

識しております。これから解体工事の完了を見定め、

用地交渉を本格化していく考えであります。また、今

後期待される新たな施設につきましては、単に行政主

導という進め方ではなく官民連携として設計、施工及

び管理や運営まで、一貫して民間の活力を活用させて

いただくことはできないんだろうか、現在検討し、今
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後も検討してまいります。そして、その施設の機能に

つきましては、地方創生推進アドバイザーの知見を参

考にすると共に、新年度から旧パレットスクエア跡地

活用等のまちづくり検討会を立ち上げていこうと考え

ておりますので、その際には議員仰せの商工会や商店

街協同組合の皆様からも参画していただく考えであり

ます。

次に、整備に関する企業との連携についてでありま

すが、常任委員会では議員仰せの民間資金等活用事業

調査費補助事業に触れさせていただきましたが、この

事業は民間事業者からの提案競争を求めていくもので

ありますが、地方自治体が期待するような大手企業が

手を上げていただくことはほとんどないようでありま

す。そのため、補助事業と並行して、国の外郭団体で

ある民間資金等活用事業推進機構や、山形市の「べに

っこひろば」の整備で実績のある、山形県住宅供給公

社とも話し合いを持つなどして、広く選択肢をもって

取り組んでいく考えであります。

次に、居住空間安全対策事業費補助金についてお答

えを申し上げます。

尾花沢市居住空間安全対策事業費補助金は、居住す

る宅地の災害復旧事業に要する費用に対し補助を行い、

安全な居住空間の維持を図ることを目的として、令和

５年度から新規事業として実施しております。補助の

対象としては、議員仰せのとおり、公共土木施設災害

復旧事業の採択基準でもある、１時間当たり20㎜もし

くは24時間当たり80㎜のいずれかを超える雨量が起因

する災害復旧事業を対象としております。

なお、宅地の災害復旧事業については、所有者が対

応することが原則となっているため、国、県では住宅

等への補助にとどまっており、宅地に係る災害復旧事

業については市単独予算で支援を実施しております。

本補助金の実績については、令和６年度に発生した豪

雨災害により３件、29万5,000円を交付しております。

復旧工事費については、本事業実施の検討を始めた令

和４年度と現在を比較すると、普通作業員の労務単価

や砕石等の資材単価は軒並み上昇しており、工事費も

高騰している状況となっております。そのため、令和

７年度からは、一部拡充していく考えで予算に計上さ

せていただいておるところでございます。

最後に消火栓の雪囲いに関するお尋ねについてお答

え申し上げます。

尾花沢市では現在525基の消火栓を設置しており、

令和２年度以降に消火栓を新規設置、または交換する

際には、雪囲いも併せて設置しております。また、消

防水利の管理は地元消防団のほうに依頼しており、雪

囲いの設置の有無や形状、材質など、現場に合わせ設

置、管理していただいております。市では、地区より

ご相談をいただいた際には、議員仰せの自主防災組織

防災資機材購入事業を活用し設置していただいており

ますが、その場合、事業費の１割を地区で負担しなけ

ればならないということや、補助金が交付されるまで

一旦全額を地区で支払っていただかなければならない

ことなど、改善してほしいとの声もいただいていると

ころでございます。

星川議員からは全ての消火栓の雪囲いを、市で設置

できないかということのご質問でありますが、消火栓

の設置は消防法及び水道法に基づき市で実施しており

ますが、設置後の点検、管理は各地区の消防団にお願

いしております。具体的には、各地区消防団等で雪囲

いを設置したり、当番表に基づき隣組単位で冬期間に

おける消火栓の雪かきをしたりするなど、各地区でル

ールを決めていただいて行っておられるようでありま

す。今後とも地域の皆様のご協力のもと、消火栓の管

理をお願いしてまいりたいと考えておりますが、何か

お困りごとがありましたら市にご相談いただくなど、

官民一体となって地域防災の維持に取り組んでまいり

たいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

教育長。

◎教育長（村 松 真 君）

私からは、統合小学校建設についてのご質問にお答

えいたします。

初めに、統合小学校の屋内プールについてですが、

令和５年３月に策定された、尾花沢市小中学校建設基

本構想、小学校建設基本構想を審議する過程で、令和

４年12月20日に開催された、第８回小中学校建設検討

委員会の中で、検討委員から、屋内プールについて質

問が出され、検討した経過がございます。屋内プール

にした場合の建屋や設備に要する費用のほか、温水に

した場合の温度を維持するための維持管理費用、さら

にプールの管理や水泳の指導を民間に委託した場合の

人件費など、建築時だけでなく将来にわたって多額の

費用が嵩むことなどが協議され、屋外仕様を地上に設

置するとの結論に至っております。現在まで、この計

画に沿って設計を進めてまいりました。

統合小学校は今年１月末に実施設計が完了し、令和

７年度に建設工事に着手します。冬場の工事休止期間

や文部科学省補助制度の日程的な制約、現場への限ら
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れた進入路、同時並行して歩道工事や水道工事が行わ

れるという周辺状況を考慮しますと、令和９年度に開

校するには、厳格な工程管理のもとで、スケジュール

どおりに工事を進めることが絶対条件となります。こ

のため、これから設計を変更した場合、開校時期を遅

らせてしまう可能性を否定することができず、学校建

築工事は現在の設計どおり進めてまいりたいと考えて

おります。また、文部科学省の水泳指導の手引きによ

ると、水泳系領域のねらいとして、水の物理的特性を

理解することが、水の事故を未然に防ぐ理論的な思考

力を育むとされており、夏に多発する海水浴の事故防

止にも寄与するものと考えております。プールについ

ては、基本的に市民開放を考慮すると定められており

ますので、今後、どのようなことができるかを検討し

てまいります。

次に、学校建設用地の周辺環境の評価についてです

が、騒音、振動、臭気などを発生する施設がないの評

価項目において、建設用地の評価は５点満点中、3.8

点となっており、５ヵ所の候補地の中で２番目に高い

評価となっております。最終的な候補の選定にあたっ

ては、校地環境、周辺環境、通学環境、まちづくりの

観点の全ての評価項目において、５ヵ所の候補地の中

で最も点数が高く、最も適していると評価された現在

の建設予定地が選定されたものです。

今後、建設予定地を選定した時点と大きく異なる周

辺環境となった際は、何かしらの対処をしていかなけ

ればならないと考えてますが、本事業につきましては

令和９年度の開校に向け、建築工事着手にしっかり取

り組んでいくことが私共の責務だと考えております。

以上でございます。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

星川議員。

◎12番（星 川 薫 議員）

当局より４点について答弁、ご答弁をいただきまし

た。順次、自席より再質問をさせていただきます。

まず、統合小学校についてであります。ご答弁では、

令和４年12月20日に開催された、第８回小中学校建設

検討委員会において、屋内プールについて検討したと

ありますが、会議録を確認していますが、事務局答弁

では整備費用と維持管理経費が嵩むことと、大石田町

で屋内プールを整備することにより、本市では屋内練

習場を整備したいとのことでありましたが、間違いな

いでしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

統合小学校建設室長。

◎統合小学校建設室長（岸 栄 樹 君）

お答えいたします。第８回の小中学校建設検討委員

会、こちらの議事録には、大石田町で整備を予定する

屋内プールの活用について、大石田町民はもとより、

尾花沢市民が利用できるスイミング活用を考慮して進

められていることを背景として、大石田町の屋内プー

ルを活用し、本市では屋内練習場を整備し、相互利用

で有効活用が図られるとの事務局答弁がなされてござ

います。これはあの学校活動はもとより、市民利用に

配慮した答弁であると捉えてございます。なお、その

際の資料の中には、既にプールは屋外仕様を地上に設

置し、外部からの視線などに配慮するとの案が示され

ておるところでございます。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

星川議員。

◎12番（星 川 薫 議員）

令和４年度の話でございます。大石田町の新小学校

建設において、プールを整備しないということを伺っ

ております。また、大石田町では寒河江のプールを使

用させていただくとのことでありました。令和４年度

に検討委員会での内容とは変わっているわけでありま

す。そのことは当局においても把握してると思います

が、いかがでしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

統合小学校建設室長。

◎統合小学校建設室長（岸 栄 樹 君）

大石田町の屋内プールについては、時期はちょっと

定かではございませんけれども、大石田の町民向けの

説明会の際に、さまざまな意見を、ご意見頂戴して、

検討の上、屋内プールの設置を断念したというふうに

伺ってございます。また、その後、プール事業につい

ては、受け入れ先を調整する中で、寒河江市にある施

設を利用するということでありました。以上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

星川議員。

◎12番（星 川 薫 議員）

12月定例会におきましてですね、プール建設は８年

度と９年度で整備するということで可決いたしました。

ご答弁では、プールの設計の変更した場合、開校時期

を遅らせてしまう可能性を否定できずとのことであり

ます。ですが、私はそうは思いません。プールは体育

館棟の東側であり、現在使用中の尾花沢小学校及び福

原小学校のプールが使用できると考えています。ご答

弁にはちょっといささか矛盾、疑問を感じます。プー

ル設計を変更すると、本当に９年度開校は無理なんで
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しょうか。お伺いしたいと思います。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

統合小学校建設室長。

◎統合小学校建設室長（岸 栄 樹 君）

それではまず、本市では全９回開催されました尾花

沢市小中学校建設検討委員会の審議を経て、基本構想、

基本計画を取りまとめておりますので、屋内プールを

整備した際の建設費用と、今後の維持管理費用などを

考え、屋内プールの整備は難しいと判断したというこ

とを、重く受け止めているところでございます。仮に

屋内プールを整備することとした場合、プールを建屋

にすることや、エネルギー供給施設の建設に加えまし

て、学校全体の総合的なエネルギーの供給方法などを

再検討して、設計に盛り込む必要があります。また、

あの小中学校建設検討委員会の皆様に、再度ご判断を

仰がなければならないなどが想定されているところで

ございます。

また、あのプール授業でありますけれども、新たに

設置するプールで実施する建築スケジュールを組んで

おりまして、児童移動の距離と時間、更衣室やトイレ

の利用などを考えますと、現在のところ廃校利用は想

定しておらないところでございます。

いずれにせよ、令和９年４月の開校を遅らせるわけ

にはいきませんので、工事が遅滞なく進むための事業

遂行、こちらのほうを図っていかなければならないと

いうふうに考えてございます。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

星川議員。

◎12番（星 川 薫 議員）

プールがないと開校ができないということなんでし

ょうけれども、プールがなくても開校はできると思い

ます。プール建設はですね、もう私たちが生きている

間ではもう最後になると思われます。地域、脱酸素、

再生エネ導入のための計画を作成すれば、環境省の補

助金も採択になるはずでございます。また、屋内プー

ルには新技術の太陽光発電、ぺロブスカイト太陽光電

池を導入し、温水プールの一翼を担うことで維持経費

の削減もできると思います。できないのではなくて、

どうすればできるのかを考えないと、住み続けたいま

ちにはなりません。市民の声として前向きに進めてい

ただきたいと思いますが、教育長、いかがでしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

教育長。

◎教育長（村 松 真 君）

屋内プールの建設については、今までの経緯を鑑み

れば、現在のところ建設は難しいと言わざるを得ませ

ん。しかし、維持管理に新たなエネルギーが利用でき、

大幅に経費削減ができる可能性がある場合は、検討す

る価値があるかもしれません。星川議員が提案された

大変有望な再生可能エネルギーであるぺロブスカイト

太陽電池の利用について提案がありましたが、エネル

ギーへの変換効率を高め実用化を図ること、ぺロブス

カイト太陽電池を踏まえたエネルギー供給システムを、

新たに構築することを考えた場合、まだ多くの課題が

残っているようです。現在、統合小学校につきまして

は、建設に関する実施設計委託業務が終了し、詳細に

わたる確認作業と実施手順について検討しているとこ

ろです。屋内プールを統合小学校建設の一環として考

えるには、合理的なエネルギー供給システムの再検討、

現時点では想定できない建設費と維持管理費、令和９

年４月１日開校予定の工期など、建築関係の専門家の

助言も踏まえると、大変難しいと判断せざるを得ませ

ん。以上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

星川議員。

◎12番（星 川 薫 議員）

あのペロブスカイト太陽光電池、７年度から供給す

るというふうに謳われております。ですから、建設時

期が８年、９年でしますので、まあ１年、２年の研究

期間を設けられることであります。あと、設計に関し

ては、もう日本の技術から言えば設計変更もできなく

はありません。もちろん建設もできなくはありません。

ただ、費用は掛かります。そこは私も分かっておりま

す。その辺を考慮して、これから先、進めてもらいた

い。もう最初からもう難しいとか、そういうことでは

なくて、できることをやっていただきたいというふう

に思いますが、市長いかがですか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

まさに、たくさんの市民の方々からのご要望がある

とすれば、「はい、やりましょう。」というふうに申し

上げたいところではありますが、私も途中からこれに

参加させていただいているわけですけれど、やはり学

校建設については本当に長い期間をかけて、さまざま

な知見のある方々、もしくは市民の方々からもいろん

なご意見をいただいて、現在の流れ、計画になってい

るということがまずございます。したがいまして、今

日、明日で私が「はい。」というわけには、なかなか

申し上げられないというところなんですね。そしてま
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た一方で、屋内のプールも検討されたというようなこ

ともあるようでありますので、一度少なくてもそうい

う検討は、議論の俎上には載ったというようなことも

考え合わせれば、そしてまた、今、議員もご理解いた

だいているようでありますが、これ以上、その規模も、

予算の規模もですね、なかなか広げていくのは厳しい。

もちろん、国の補助が仮に追加になったとしても、そ

れをそれのための作業をし、設計変更をまたお願いを

しというようなことも考え合わせると、費用と期間と、

やはり非常に厳しいということはあろうかと思います。

そもそも、じゃあ私の考えはという部分だと思います

が、私はですね、その屋内かどうか、それと今までの

検討されてきた経緯か経過があるとしてもですね、私

はやはりその、そもそも学校のプールが何のために作

られるかというところが非常に大事なのではないのか

なと。我々も、我々の時代の話をすると、もう古い、

本当に歴史みたいな話になってしまうんで、あれなん

でしょうけれど、本当に川で遊んだものが、最終的に

プールという、非常にすばらしいものの中で水泳をで

きたと。それはまさに夏場に水泳をやることで体を鍛

えていく。例えばこの地であれば、この地域の特性の

スキーを使って体を鍛えていくというような側面があ

ろうかと思います。したがいまして、やはり夏、夏に

できることを教育の一環として進めていこうというこ

とで、水泳ということがあるんではないんだろうかと

いうふうに、私は個人的には思います。したがいまし

て、学校の教育のたぶんスケジュールも夏の水泳教室

というのか、カリキュラムということにおそらくなっ

ているだろうと思いますので、そうしますと、冬場、

仮に使うことというのは、もともと想定されていない。

でも空く時間が、プールも学校の施設も空いている時

間があるのであれば、ぜひ市民の方々も使っていただ

けるような方法を考えていこうということで、さまざ

ま今計画しております。したがいまして、プールはや

はり外で使っていただく。そしてなおかつ、その外で

使える数ヵ月の間に、学校教育に支障のないところで

市民の方々にも使っていただく。それが私は１番よろ

しいのかなというふうに思います。いずれにせよ、屋

内のプールを、先ほど教育長のほうからもお話あった

ように、維持管理していく上での費用負担、維持管理

費は、莫大なものになると聞いております。最近の例

で言えば、パレットスクエアのやはりプールの部分、

あそこの本当にその腐食というのは、甚だしい状況に

なっておりました。やはり水回りの維持管理は相当大

変になろうかと思います。そういうことも含めて、や

はり我々のこの地域に、学校のプールとして設置する

には、屋外が私はよろしいんじゃないのか、屋外が一

番合っているように思います。またそのスケジュール

でぜひやらせていただきたいというふうに思います。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

星川議員。

◎12番（星 川 薫 議員）

市長の考えがそうだということだったら、もう動か

ないんでしょう。ではやはりですね、あの、もともと

は市民プールというのはあったかと、皆さん覚えてい

るかと思います。それを、市民プールをなくしてしま

ったというのが、根本的な解消になってないのかなと

いうふうに思います。ですから、市民プールがなくな

ってしまって、もう最後に建てて、プールはと言った

ら、もう小学校でしかできないわけなんですよ。です

から、最後だからこそ私は提案しているんであって、

その夏の期間だけの短いだけじゃなくて、中学校はス

イミングでやっている児童も子どももいます。それは

今、市外に練習しに行っています。そういうことも考

えますと、大石田町も寒河江に行かなくちゃいけない

というんであれば、尾花沢をどうぞ使ってください、

そのぐらいの気持ちがないと私は駄目だと思っている

ので、このことを提案させていただきました。

次に牛舎の移転、解体についてでありますけれども、

現在の状況を質問しているわけでありますけれども、

ご答弁を聞く限りでは何もしていない、何も考えてい

ないということでよろしいでしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

統合小学校建設室長。

◎統合小学校建設室長（岸 栄 樹 君）

新たな小学校が建設される、このことが畜産経営を

圧迫するとの判断にちょっと至っておりませんで、所

有者にはお声掛けを行っていないところであります。

先ほどの教育長が答弁したとおり、建設予定地を選定

した際と周辺状況が著しく変化した際には、その変化

に、呼応した対応をしていかなければならないという

ふうに考えてございます。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

星川議員。

◎12番（星 川 薫 議員）

私はですね、あの臭気のところで評価が低いという

ことを質しているわけでございます。旧玉野中学校に

おいても同様のケースがあったわけでありますけれど

も、なぜ子どもたちに少しでも良い環境のもと、学校

生活を提供してあげないのかということが私には理解
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できません。牛舎のオーナーからも協力をするという

ふうに私にはもう言ってくれていますし、アクション

を起こしてもらいたいのですが、いかがでしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

統合小学校建設室長。

◎統合小学校建設室長（岸 栄 樹 君）

本市の事業が畜産経営に支障を及ぼす場合は、移転

や解体、新たな移転先などの補償をしなければならな

いというふうに考えておりますけれども、今回は周辺

施設として畜舎があるにもかかわらず、大きく４点あ

る全ての評価において高い評価を得て、建設予定地と

して決定されているものでありますので、これを考え

ますと、すぐさま移転解体を求めるものではないとい

うふうに判断してございます。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

星川議員。

◎12番（星 川 薫 議員）

私はですね、この件を解決することで、子どもたち

の学校生活環境がより良いものとなると思いますし、

周辺住民の生活環境も改善されると考えております。

中学校建設やコンパクトシティを目指す中で、必要不

可欠な事案だと考えますけれども、市長いかがでしょ

うか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

そのコンパクトシティに、その臭気の部分がどうい

うふうに関わってくるかというのを、ちょっと私、今

即答できるものが特にないんですが、ただ、やはり、

先ほど来ご説明しているとおりですね、あの地域に牛

舎がある、そしてまた機械の加工ですか、設備を有す

る企業さんもある。そういう中で、例えば騒音とか臭

気とか、そういうものの影響というのはどのぐらいあ

るのかということで調査されたというふうに聞いてお

ります。その中でもやはり、いろんなその５つの候補

地の中でいろいろメリット、良いところ、悪いところ、

それぞれの地域、地区、地域にやっぱり特徴があった

中で、何と言うんでしょうか、限界を超えるようでは、

これはこれで非常に厳しいんでしょうけれど、限界の

超えない範囲で許容できるところがどこなのかという

ことで選ばれたところが、この現在の場所ということ

だと思います。一方で、その学校建設があの地域で実

施するということについては、たぶんいろんな機会を

捉えて、その牛舎を所有されている方々にも届いてい

るというふうには思います。我々としては、やはり学

校建設がその牛舎に与える何か、こちら側から何か不

都合なものがあったりするといけないという側面はあ

ろうかと思います。一方で、その臭気が子どもさん方

にどういう影響を与えるかというところについては、

今のところを具体的な計測をしたわけでもないしです

ね、現実にお子さん方が今来て、何か非常に厳しいと

いうようなことになっているわけでもないので、まあ

今後ですね、実際に建築された中で、何かお互いに対

策、もしそういうことがあったとすれば、対策できる

ことを調整させていただくということはあろうかと思

っています。

ただし、先ほど議員のほうからお話する準備はある

というようなことがあるのであれば、それはあの担当

のほうとぜひ、その結論がどうなるかということより

も、お話をさせていただくということはよろしいこと

ではないのかなと思いますので、ぜひそういうふうに

して、ちょっとお話をさせていただく機会をいただき

たいというふうに思います。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

星川議員。

◎12番（星 川 薫 議員）

よろしくお願いいたします。次に、パレットスクエ

アの跡地の利用計画についてでありますけれども、じ

ゃあ土地購入の件は問題なく進んでいると認識してよ

ろしいのでしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

総合政策課長。

◎総合政策課長（永 沢 晃 君）

令和４年３月に議会側からの提言がありまして、そ

の際には、もう市で購入して活用してほしいという提

言だったものですから、３年前には所有者のほうにそ

の文言をお伝えさせてもらっておりますので、その際

から、市へ優先的に譲渡を検討していきたいというふ

うな回答をもらっております。以上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

星川議員。

◎12番（星 川 薫 議員）

それではあの心配することなく、その時期を待てば

良いということで捉えておきます。新施設においてで

すね、官民連携型を考えているということであります。

また、地域創生推進アドバイザーの知見と旧パレット

スクエア跡地活用等のまちづくり検討委員会を、新年

度から立ち上げていくとのご答弁でありました。検討

会のメンバー構成は、商工会、商店街協同組合のほか

は、どのような人材を想定しているのかお伺いいたし
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ます。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

総合政策課長。

◎総合政策課長（永 沢 晃 君）

先ほどの土地に関しては、あの皆様のほうに、こう

いう金額ぐらいが今想定されているというものは、ま

だ業者のほうには出していないので、その金額に対し

ての回答ではない状況ですので、まだその後の流れは

今後また報告したいと思っています。

また、今ありましたパレットスクエアのこの検討会

の中身ですけれども、本市においては、まちづくり委

員会という組織がもう既にあるんですけれども、今そ

れでやろうかなとも思っておったんですけれども、事

業の中身を見ますと、都市計画に関するような部分が

ちょっと強いのかなというふうにも考えておりました

ので、その都市計画マスタープランの市民策定委員会

というものを、まずはちょっと参考にさせてもらおう

かなと思ってました。議員からも言われているように、

市が頑張って１人でやるものでなくて、民間企業等と

のやっぱり連携という部分を私たちも考えております

ので、その際、国の補助金なんかも並行してこう考え

ていきたいなと思っていました。国の補助金を見ます

と、産官学というふうな組織が国では望まれていると

捉えております。以上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

星川議員。

◎12番（星 川 薫 議員）

産官学ということで、山形県で言えば山大であった

り、芸工大であったりと、そちらのほうからも意見を

聴取することによって、まちづくりとして良くはなっ

ていくのかなというふうに思います。また、パレット

スクエア跡地の利用に関しては、やっぱり市民が関心

が高く、多くの市民からどうなるんだというふうに聞

かれます。今後とも常任委員会と協議、報告を丁寧に

行っていただき、尾花沢の顔として、そしてシンボル

として特徴のある施設を作っていただきたいと思いま

すが、市長、いかがでしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

この案件につきましては、もう本当にたびたびです

ね、私もご説明を申し上げているんですが、市民の

方々から、さまざまなご意見いただいて今もおります

し、今後ですね、どういう形が良いのかということを、

まずはいずれにせよ、このたたき台と言うんでしょう

か、やっぱり議論するものが目に見えてないと、なか

なかお話も進んでいかないんで、でき得ればその購入

が決定すれば、できるだけ早い時期に、ちょっとこう

お示しさせていただいて、そしてまた進めていきたい。

そして今、議員のほうからもお話のありましたとおり、

シンボル、まさに待合所がこれは必ず必要だというこ

とでありますので、入り口の部分、玄関になりますの

で、そこからしっかり尾花沢に入っていただいて、そ

して、ここから先はちょっと話のあれになってしまう

んですが、まちづくりまできちんと整備していきたい

というのが私の希望であります。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

星川議員。

◎12番（星 川 薫 議員）

ぜひですね、一緒になって、より良いものを作って

いきましょうということでございます。

次に居住空間安全対策事業費補助金についてであり

ます。令和６年７月25日の豪雨災害により３件の申請

があったとのことであります。交付額は29万5,000円

ということでありますけれども、実際にかかった３件

の工事費はどれくらいだったかお伺いいたします。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

建設課長。

◎建設課長（鈴 木 敏 君）

３件のそれぞれの工事費でございますけれども、１

つ目が65万4,500円、２つ目が81万1,800円、３つ目が

28万6,000円となっております。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

星川議員。

◎12番（星 川 薫 議員）

結構やはり金額が嵩んでいるなというふうに感じま

す。その中で最高10万円しか出ないということは、あ

と個人負担なわけでございます。なかなか個人的に言

えば厳しい出費になるんでしょうけれど、やはり新年

度において一部拡充ということであります。その代わ

り、あの激甚災害の指定を受けた場合のみ２倍の20万

円ということでありますけれども、激甚災害には本激

と局激があります。指定になるには大規模な災害が生

じ、査定見込み額が標準税率のパーセンテージを超え

ないと激甚災害には指定されません。よって、最近の

局所的な大雨による数件の土砂崩落等では対象外にな

ってしまいます。国土交通省によりますと、令和７年

度の労務単価は６％上昇しますし、資材単価の高騰、

工事費の実績から鑑みますと、激甚災害の指定を受け

た時のみと限定するのは、被害に遭われた市民に対し、
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厳しいと言わざるを得ないと思いますが。建設課長、

その辺はどうお考えでしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

建設課長。

◎建設課長（鈴 木 敏 君）

宅地の災害復旧につきましては、本来、所有者が対

応することが原則となっておりますけれども、安全な

居住空間の維持を図るために、令和５年度から本事業

のほうスタートしておりまして、宅地周りの災害復旧

事業について支援しているところであります。現在の

補助の内容につきましては、30万円の３分の１で10万

円限度となってございます。しかしながら、今年度の

申請状況を見ますと、復旧事業費として３件のうち２

件が60万円、80万円ほどかかっている状況にございま

す。昨今の人件費ですとか、資材高騰の影響もあって

のことだと思っておりますので、先ほどの市長答弁に

もありましたように、新年度におきましては、激甚災

害に指定された場合についてでございますけれども、

拡充して事業を実施していきたいというふうに考えて

おります。

なお、激甚災害の指定起きた時のみでは、支援とし

ては不十分ではないかということでございますけれど

も、まずはこの事業については、令和５年度からスタ

ートした事業ということもありまして、来年度が、７

年度が事業実施しまして３年目ということもあります

ので、３年経過後の来年度、さらに事業についての検

証を行いながら、拡充要件ですとか補助金などの見直

しなども含めて検討していく必要があると考えており

ます。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

星川議員。

◎12番（星 川 薫 議員）

この事業、私がお願いしてできた事業であります。

それでまず実績を見てということでありますけれども、

ぜひ、その辺は来年度に向けてよろしくお願いしたい

と思います。またですね、これ鳥取県の事例なんです

が、県単小規模急傾斜地崩壊対策事業補助金というの

がございます。国庫補助事業等及び県単急傾斜地崩壊

対策事業の対象とならない急傾斜地において行う、崩

壊防止対策事業を促進することにより、人家等を保全

し県民生活の安定を寄与することを目的として交付す

るとありまして、負担割合が県が２分の１、市町村が

２分の１であります。来年度、県への重要要望事項に

ぜひ組み込んでいただきたいと思いますが、いかがで

しょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

建設課長。

◎建設課長（鈴 木 敏 君）

鳥取県では県の単独の急傾斜地崩壊対策事業としま

して、国の事業ですとか、県の急傾斜の崩壊対策事業

の対象とならない急傾斜地、いわゆる５戸未満の急傾

斜地になりますけれども、そちらの市町村が行う斜面

の崩壊防止工事に対しまして、県のほうが市町村に対

して補助を行っているようでございます。採択基準に

つきまして、１戸以上５戸未満、斜面の高さが５ｍ以

上、傾斜角度、傾斜度が30度以上で事業費は100万円

以上ということで、補助率は２分の１のようでござい

ます。県の要件に該当しない、人家が５戸未満の急傾

斜地の崩壊防止対策工事につきましては、市が事業主

体となりまして、単独で事業、市単独でございますけ

れども、実施した場合、設計費ですとか、工事費に多

額の費用がかかることが想定されますので、国や県の

支援がなければ継続して取り組んでいくことは難しい

ものであると考えております。そういったことからも、

現在、事業の対象外であります５戸未満の小規模な急

傾斜地対策工事を対象とした、新たな補助事業の創設

など、地域の実状を訴えながら県に要望していくこと

は非常に重要であると考えております。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

星川議員。

◎12番（星 川 薫 議員）

ぜひよろしくお願いしたいと思います。次、消火栓

についてでありますけれども、令和２年度以降は新規

設置または交換した消火栓については、雪囲いも合わ

せて設置しているとのご答弁であります。しかしなが

ら、それ以前の500基を超える消火栓は、本体のみ整

備されたものであります。消防水利の管理は地元消防

団に依頼しているとのことでありますけれども、間違

いないでしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

消防本部総務課長。

◎消防本部総務課長（加 藤 優 君）

消火栓の管理についてお答えいたします。地元の消

火栓や防火水槽及び消防ポンプにつきましては、地元

の消防団より毎月点検をしていただき、異常の有無を

消防本部に報告していただいており、冬期間につきま

しても、災害発生時に迅速に対応できるよう、消防施

設等の除雪も地元消防団にお願いしております。消防

本部では、消防団からの報告で異常のあった箇所の確

認、修繕を行っているほか、春から夏にかけ、全地区
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の消火栓の吐水状況、防火水槽の貯水状況を点検し、

降雪前には消火栓の凍結防止のため、水抜きを実施し

ているというふうな状況であります。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

星川議員。

◎12番（星 川 薫 議員）

消火栓の管理者はと調べてみますと、消火栓は防火

水槽や溜池、河川などと同様に消防隊が消火するため

に使用する消防水利の１つであるとされており、水道

施設としての消火栓の設置については、消防法第20条

及び水道法第24条に規定されており、その水道を直轄

する水道事業者が設置し、維持し及び管理していると

あります。すなわち、市が管理するものではないので

しょうか。間違いないか確認いたします。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

消防本部総務課長。

◎消防本部総務課長（加 藤 優 君）

お答えいたします。消防法第20条第２項では、消防

に必要な水利施設の設置、維持管理は、当該市町村が

実施する。ただし水道、消火栓ですけれども、こちら

については、当該水道管理者が設置、維持管理するこ

ととなっておりますが、尾花沢市では昭和54年５月11

日と昭和56年９月16日に、当時の消防署、水道企業団、

水道課、財政係、企画課が協議し、最終的に消防本部、

すなわち市が管理するということになってきておりま

す。以上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

星川議員。

◎12番（星 川 薫 議員）

やはり、あの雪囲いの設置を地区に負担させるのは

見直して、市が予算を確保して、消防署が前年度のう

ちに、地区から申請を受けて予算計上する方法が私は

適正だと思われます。財政課長はその辺どう思われま

すか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

財政課長。

◎財政課長（菅 野 智 也 君）

これまでのさまざまな経緯であったり、経過があっ

て今のような姿になっているとは思いますけれども、

法令に沿った対応が必要と考えておりますので、その

ような予算措置となるよう、関係課と一緒に協議させ

ていただきたいというふうに考えております。以上で

す。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

星川議員。

◎12番（星 川 薫 議員）

消防組織法というのがあるんですけれども、市町村

の消防に要する費用は、当該市町村がこれを負担しな

ければならないというふうにあります。市長、６月補

正あたり、計上してはどうでしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

これもまた「はい。」とお返事したいところではあ

るんですが、なかなか、実は私も、そもそも今525基

あるということで、単純に考えれば525ヵ所、その中

でも令和２年度以降、更新しているものについては、

もう雪囲いができてセットで更新しているということ

になっているわけです。１基、１つどのぐらいするの

と。私はもう本当にその、例えば板のようなもので、

こうやれば、自分の家のそがきみたいなイメージでお

ったんですが、いや、そんなものじゃ駄目だというよ

うなことで、いわゆるある程度の重みがあって、結構

こう頑丈な、ちょっとあの金額が本当に違っていたと

すれば、本当に申しわけないんですが、10数万円する

ということをお聞きしました。私も、じゃあもうすぐ

交換すっべなんて、その基を想定してちょっと発言し

たら、いやいや、とんでもないということで、525の

10数万円ということになりますと、やっぱりかなりな

高額になってくるというのも、これ実は現状でとは言

いながらも、必要の都度、今ご相談のあったところに

ついては、９割を負担させていただいているというこ

とであれば、全部一遍で、その相談ということはたぶ

んないとしても、必要な都度やっていくことは可能な

ような気もしますので、今後そこについてはあらため

て検討させていただいて、いずれにせよ525全部必ず

交換になるわけですから、いずれ必ずその全部新しい

ものにはなるんでしょうけれど、急ぐもの、もう壊れ

てどうしようもないものみたいなものについては、場

合によっては、そういう方法でも良いのかなという気

がします。あらためて相談させていただきたいという

ふうに思います。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

星川議員。

◎12番（星 川 薫 議員）

この件についてもですね、やっぱりあの地区からの

要望も出ていますし、１基だいたい14万円ちょっと、

弱でございます。ですので、補助金を使ってしまうと、

その地区ではその雪囲いだけの補助金で終わってしま

うんです、20万円しか出ないので。ですので、その辺
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も踏まえて、ぜひこれから、各部署で検討していただ

きたいなというふうに思います。

これで私の一般質問を終わります。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

以上で、星川薫議員の質問を打ち切ります。

ここで昼食のため、午後１時まで休憩いたします。

休 憩 午後０時00分

再 開 午後１時00分

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

再開いたします。

次に７番 畑中和恵議員の発言を許します。畑中和

恵議員。

〔７番 畑中和恵 議員 登壇〕

◎７番（畑 中 和 恵 議員）

初めに２月26日に発生した岩手県大船渡市の山林火

災におきまして、現在も避難されている皆様、被害に

遭われた皆様に心からお見舞いを申し上げます。また、

緊急消防援助隊として、現地で連日連夜活動されてい

る本市消防署の職員の皆様に、心より感謝を申し上げ

ます。

それでは先の通告にしたがい、一般質問をさせてい

ただきます。

初めに市民の生活交通を確保し、福祉の向上に寄与

することを目的としました尾花沢市路線バスについて

であります。この尾花沢市路線バスの運行状況と、今

年度１月末までの利用人数についてお伺いいたします。

次に、住み慣れた地域で暮らし続けることができる

よう、より使いやすい公共交通環境を整えるために、

課題を把握する目的で、令和６年９月30日から10月25

日の期間に行われた日常の移動に関する住民アンケー

ト調査の結果をお伺いいたします。また、そのアンケ

ート調査の中で、大石田駅通学線についての回答があ

れば、その内容をお伺いいたします。

次に、尾花沢市学習情報センター悠美館のあり方に

ついてであります。平成９年に設置されてから、多く

の市民の皆様に利用されている悠美館ですが、令和６

年６月定例会においての和田議員の一般質問に対して

のご答弁の中で、「市民や利用者にとっての居心地の

いい悠美館、来たくなる悠美館を目指すため、できる

ところから取り組んでいく。」とご答弁をいただきま

した。今現在の取り組み内容、合わせてその取り組み

の進捗状況をお伺いいたします。また、１階の尾花沢

市民図書館についてでありますが、文部科学省のこれ

からの図書館像の中では、まちづくりや地域の振興、

活性化を図るには、図書館が果たす役割が重要である

とあります。本市においては、この点についてどのよ

うにお考えかお伺いいたします。

以上、質問席からの質問とさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市長。

〔市長 結城 裕 君 登壇〕

◎市 長（結 城 裕 君）

畑中議員からは大きく２つのご質問をいただきまし

た。順次お答えを申し上げます。なお、２つ目につき

ましては教育委員会より答弁いただきます。

初めに、尾花沢市路線バスについてお答えを申し上

げます。

本市の公共交通については、路線バス９路線が主な

市民の足として利用していただいており、そのうち市

営の路線バスは８路線であり、銀山線の１路線が民間

での運行となっております。また、路線バスが廃線と

なりました中山間集落においては、令和３年度からタ

クシー補助のおばくるを実施しているほか、学生専用

の大石田駅通学線や、丹生、安久戸方面については、

スクールバスの回送を利用した運行を行っております。

議員からは、尾花沢市の各路線バスの運行状況と、

今年度１月末までの利用人数についてのご質問であり

ますが、今年度の１月末までの利用人数は、８路線合

わせて３万2,496人となっております。なお、路線ご

との利用人数とアンケート結果につきましては、担当

課長より答弁いたさせます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

教育長。

◎教育長（村 松 真 君）

私からは、学習情報センター悠美館のあり方につい

てお答えいたします。学習情報センター悠美館は、平

成９年の開館から25年以上が経過し、老朽化が進み、

計画的な修繕、設備更新が必要な時期を迎えておりま

す。また、人口減少や少子高齢化などの社会変化やス

マートフォンの登場により、インターネットにアクセ

スできる環境が整い、手軽に情報が入手できるように

なるなど、公共図書館を取り巻く環境は大きく変わっ

てきたものと認識しております。開館した時の目的で

ある、市民へ平等に情報を提供する場としての機能は、

情報が氾濫する現代社会において、癒しが求められる

空間へとニーズは変化しており、利用者の快適性、施
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設の価値を向上させつつ、本来の図書館機能を充実さ

せることで「居心地のいい悠美館、来たくなる悠美

館」を目指していく考えであります。

議員からは、その進捗状況についてのご質問であり

ますが、令和６年度の施設整備は最小限の維持管理に

とどめ、ソフト面の充実に取り組んでまいりました。

具体的には、令和６年７月20日と11月16日を「こども

のひ」と設定し、子どもたちが図書館の中でより自由

に過ごせるよう、児童コーナーにプレイマットを敷い

て開放したり、秘密基地のような小型テントの設置も

行いました。ご利用いただいた皆様方から大変好評を

いただいたところであります。また、子どもたちのイ

ベントの際は、館内が賑やかになることを想定し、静

かに利用したい方に配慮するために、学習室の開放を

行うなど、その時と場合によって館内スペースを使い

分けるなどの取り組みを行っております。また、ハイ

ビジョンホールの活性化に向け、大画面を利用した映

画の上映会「こども劇場」につきましても、世代を問

わない作品を選択するなど、小さな子どもだけでなく、

小中学校の児童生徒にも広く楽しんでもらえるよう見

直しを図っております。

次に、図書館が果たす役割についてですが、公共図

書館は地域の住民にサービスを提供する図書館であり、

図書館法では「図書、記録その他必要な資料を収集し、

整理し、保存して、一般公衆の利用に供し、その教養、

調査研究、レクリエーションなどに資することを目的

とした施設」と規定されております。また、第７次尾

花沢市総合振興計画には、図書館の利用促進として

「蔵書の充実、レファレンスサービスの向上、幼少期

から本に触れ合う機会の充実を図る」としており、現

在の市民図書館は公共図書館としての役割を十分に担

っていると捉えています。一方、近年の図書館は、本

や資料の貸し出しだけでなく、人が集まる場としての

役割が注目されており、その役割は今後ますます強く

なっていくと想定されます。図書館がサードプレイス

として自分らしさを取り戻せる場所であり、人と人が

出会える場になることも期待されていますので、施設

の修復や用途を含めた改善を行い、悠美館に新たな価

値を創出してまいります。悠美館は、市民の４人に１

人が利用している施設であり、市では公共インフラと

して整備、維持していく必要がありますので、令和７

年度に検討委員会を立ち上げ、これまで実施したアン

ケート調査結果も利用しながら、今後のあり方につい

ての検討を行ってまいります。以上でございます。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市民税務課長。

◎市民税務課長（斎 藤 健 司 君）

私からは、路線ごとの詳細な人数、並びにアンケー

ト調査結果についてお答えいたします。

初めに、市営路線バス８路線の今年度１月末までの

各路線ごとの利用人数でありますが、市内循環線925

人、市野々線3,689人、毒沢線2,363人、南沢線1,983

人、鶴子線5,029人、原田線878人、丹生安久戸線211

人、大石田駅通学線１万7,418人となっております。

次に、住民アンケート調査の結果についてでありま

すが、９月30日から10月25日まで約１ヵ月間、地区別、

年代別、無作為抽出による2,172名の市民を対象に郵

送により実施したほか、ホームページや路線バスへの

設置、市役所ロビーでバスをお待ちの皆様からも協力

を仰ぎながら、合わせて1,120名の方から回答を得て

おります。

アンケート結果の主なものをご紹介いたします。普

段の通勤、通学、通院等の移動手段について路線バス

を利用するとの回答は９％であり、その方々に限定し

た利用頻度は月１回～３回が62％を占めております。

主な行き先としては、病院、医療施設が74％、食料品

などの買い物が54％となっております。また、普段感

じられている移動課題についての設問には、回答とし

て運行本数が少ないが63％、時間帯が合わないが34％

などとなっております。そのほか、公共交通に関する

意見として、将来、車が運転できなくなった時の通院

や買い物などの将来的な不安についての意見が最も多

くありました。これらの利用状況やご意見等を踏まえ

まして、通院や買い物に対する利便性をさらに向上す

べく、公共交通の再編の１つとして、令和７年度には

ＡＩデマンド交通の実証実験を行っていきたいと考え

ております。

なお、アンケート結果については、１月10日開催の

総務文教常任委員会でも説明させていただきましたの

で、議会タブレットに掲載させていただいている資料

をご参照していただければと思います。

次に、アンケート調査における大石田駅通学線に関

する回答についてでありますが、自由記載のご意見と

して、３年間利用させていただき助かりましたなどの

感謝の声のほか、土曜、日曜なども部活のために運行

してほしい、あるいは、送迎エリアを拡充し停留所も

増やしてほしいという意見があったところであります。

以上となります。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

畑中議員。
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◎７番（畑 中 和 恵 議員）

ご答弁ありがとうございます。それでは自席より再

質問させていただきます。

初めに、尾花沢市路線バスについて再質問させてい

ただきます。市営バス８路線のうち、徳良湖周辺に停

車する、または通過する路線をお伺いいたします。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市民税務課長。

◎市民税務課長（斎 藤 健 司 君）

原田線、土日運行の原田線一本となっております。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

畑中議員。

◎７番（畑 中 和 恵 議員）

原田線の１路線ということで承知しました。また、

路線ごとの詳細な人数ありがとうございました。10ヵ

月で市内循環線は925人、市野々線は3,689人、六沢線

は2,363人、南沢線は1,983人、原田線は878人、鶴子

線は5,029人とありました。また、丹生安久戸線は211

人、大石田駅通学線は１万7,418人とございました。

ここで、例えばなんですけれども、市内循環線は平均

しまして平日のみの運行で、１ヶ月あたり93人ほど、

１日あたりだいたい５人ほどの方が利用されている。

原田線のほうは土曜、日曜、祝日のみの運行で、１ヵ

月あたり88人、だいたい運行10日ほどと考えまして、

１日あたり８人～９人くらいの方が利用されていると

考えても大丈夫でしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市民税務課長。

◎市民税務課長（斎 藤 健 司 君）

実績ベースから考えますと、１日平均約９人という

ことで、そのとおりとなります。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

畑中議員。

◎７番（畑 中 和 恵 議員）

この唯一、徳良湖に行くバスがこの原田線でありま

すけれども、土日、祝日のみのこのバスで、８人～９

人の方々は、主に徳良湖周辺の施設を利用するために

利用していると思いますけれども、いかがでしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市民税務課長。

◎市民税務課長（斎 藤 健 司 君）

運行業者の方とお話した際ですけれども、ほとんど

の方が花笠の湯の利用者で、夏場にパンプトラックを

利用する児童や生徒が、こう集団でたまに乗り降りす

るというふうなお話でした。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

畑中議員。

◎７番（畑 中 和 恵 議員）

先ほどお答えいただいた住民アンケート調査の結果

の中では、まず本数が少ないというのが63％、時間帯

が合わないというのが34％、また、アンケート調査の

結果にはなかったかもしれませんけれども、徳良湖周

辺にもっと停まるバスがあればいいのにという声はな

かったでしょうか、アンケートの中に。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市民税務課長。

◎市民税務課長（斎 藤 健 司 君）

確か、なかったような気がします。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

畑中議員。

◎７番（畑 中 和 恵 議員）

ありがとうございます。私の周りでは、徳良湖周辺

にもっと停まるバス、もっと行くバスがあればいいの

にという市民の声がたくさんございます。また、先ほ

どありましたように、花笠の湯に行かれる方も多いか

と思います。あの休日便の原田線のこの利用を見まし

ても、徳良湖周辺、徳良湖周遊路線的なものがあれば、

これから免許返納された方とか、運転できなくなった

方、また、学生や子どもたちがもっともっと自由に徳

良湖を楽しめるのではないかと思いますが、市長いか

がでしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

やっぱりアンケート調査した結果も踏まえながら、

もちろん、その市民の方々のお声を聞きながら、実現

できるようなものは実現していきたいということはあ

ったとしても、決して我々、行政サイドで物事を決め

ていくだけでは、やはり難しい面があろうかと思いま

す。仮に運行すれば、当然事業者の方も、一定の収益

が必要であったり、我々がどれだけ支援していくかと

いう側面もあろうかと思いますが、それはやはり最終

的にどれだけの利用があるのか、今要望されている

方々が果たして、全く、いわゆるマイカー等、いわゆ

るほかの手段が全くない方々のご要望なのか。そこら

辺がやはりなかなかこう精査できない。したがって、

先ほど原田線の人数も出てきましたが、今後どれだけ

の要望があるか、具体的にそういうことにしっかり耳

を傾けながら、必要であればということになるんでは

ないのかなと。その際にはやはり事業者の方々も含め

令和7年3月6日本会議（一般質問）



て、今、さまざまな協議会等もありますんで、そうい

うところの方々ともお話しながら、やっぱり進めてい

かなくてはいけないのかなというふうには思います。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

畑中議員。

◎７番（畑 中 和 恵 議員）

本当に予想どおりのご答弁、ありがとうございます。

かなり難しいだろうなという感じはございました。で

すが、やっぱりあのたくさんの観光客にですね、訪れ

ていただく徳良湖もすごく大事なんですけれども、今、

夏はまずパンプトラック、スケートボードですね、あ

とは冬はスノーランド、雪遊び、そして日帰り温泉も

ありまして、宿泊もできまして、子どもの遊び場もご

ざいます。これから芝生も綺麗になってまいります。

そしてカフェもできました。常にキャンプも賑わって

おります。そんな徳良湖の部分をですね、ここに住む

市民の皆様が余暇活動を楽しむ場所として、あとは子

どもたちや学生が自由に遊び楽しめる場所としての徳

良湖とするためにも、路線バスで難しいのであれば、

ぜひ来年度、10月１日から約１年間行われる予定のＡ

Ｉデマンド交通の実証実験のほうなどでも、徳良湖の

ほうに行ってみるみたいな感じで、ご検討いただけれ

ばなと思うんですけれども、いかがでしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市民税務課長。

◎市民税務課長（斎 藤 健 司 君）

お答えします。徳良湖周辺の利便性向上のご質問だ

と思いますが、まず来年度ですけれども、ＡＩデマン

ドの実証実験のほうは、今走っている循環線を基準に

ヤマザワエリアまで広げて、まずはやってみたいと考

えております。その実証実験の中で、その予約状況だ

ったり、利用率、そこら辺も含めて検討してから、今

後、そのあと、徳良湖エリアまで広げられるかとか、

そういったふうに順次進めていきたいと考えておりま

す。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

畑中議員。

◎７番（畑 中 和 恵 議員）

ぜひ前向きにご検討いただければなと思います。

それでは次に、日常の移動に関する住民アンケート

調査の中で、大石田駅通学線についての回答の中に、

感謝の声がたくさんあったとございました。この大石

田駅通学線が始まってから、保護者の皆様からも本当

に助かると私も聞いております。利用者の人数も格段

に多いなと感じました。しかし、現在は平日のみの運

行となっております。土曜、日曜も部活や模試で学校

に行く子も多く、また、土日がお休みではない保護者

の方もたくさんいらっしゃいます。せめて土曜日だけ

でも、本数が少なくてもいいから、通学線を出しても

らいたいと、多くの保護者の方からお話がございます。

この点に関しては市長どのようにお考えでしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

バスのお話になれば、先ほどとだいたい似たような

お答えになって恐縮ですが、やっぱりさまざまな場面

場面が想定されてくるわけです。で、なおかつその土

日に、部活動をはじめとし、また部活動に限らず、学

校にも行かなければいけない、やはりそれぞれのこの

置かれている立場によって、動き方も皆さん変わって

くるということでしょうし、したがって、これもやは

り事業者の皆さん、また皆様方とも合わせて、市民の

方々といろいろ協議させていただく中で、必要であれ

ばということになるんではないのかなと思います。公

共交通につきましては、本当にこの非常に難しい側面、

もうこれは議員に私のほうからお話するまでもないと

思うんですが、一方で循環しててもほとんど利用がな

い。そういう運行で本当に良いのかということも、や

はり側面、別の見方で出てくると。そしてまた一方で、

なんで必要な時に使えないんだというようなお声もあ

る。なかなかそれが、こうなんていうんでしょうか、

うまく全てにこう供給できるようなシステムがあれば、

それはそれで非常にいいんでしょうけれど、どこかで

やっぱり一番利用頻度の高いところにこう集中してい

かざるを得ないというのが、やはり現実になるんでは

ないのかなと。ですので、例えばその今、路線バスを

廃止したところを、タクシーを使って利用していると

いうようなことが１つあるとすれば、例えば徳良湖と

か大石田とか、特定のところから特定のところへ行く

ものとして、例えば全国に目を広げますと、ワンコイ

ンタクシーみたいなものが、場合によってこう相乗り

でみたいなことがあってもいいのかもしれません。い

ずれにせよ、そういうことも含めて、さまざまな知見

のある方から、いろいろご意見をいただきながらやっ

ていければというようなことは思っているところであ

ります。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

畑中議員。

◎７番（畑 中 和 恵 議員）

ご答弁ありがとうございました。国のほうでも、こ
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の今朝の新聞にも載ってたんですけれど、長井市のほ

うでレベル２の自動運転の実験がもうだいぶ進んでて、

この間ちょっと東京のほうに特交要望に行った時に、

教わってきたのがあるんですけれど、自動運転社会実

走推進事業というのがございまして、レベル４の自動

運転サービス実走の初期投資を支援する事業があるそ

うです。こちらが国からの補助は５分の４だそうです。

かなりちょっと私も自動運転車というのを直に、きち

んと見たことがないんですけれども、ＡＩデマンド交

通の実証実験と合わせまして、まず市民の皆様に自動

運転移動サービスについても、今後利用アンケートな

ど、また、ヒアリング調査なども合わせて実施してい

ただけたらなと思っております。市長の施政方針にご

ざいます、みんなが安心して楽しく暮らせるまちづく

り、若者が住み続けられる未来に向けてのまちづくり、

誰もが魅力を感じるまちづくり、これ本当にすばらし

い柱だなと思っております。公共交通に対して不安が

ない生活というのは、本当に長い目で見て安心して暮

らせるまちだと思いますので、ぜひ、このあたりを前

向きにご検討いただければと思います。

それでは次に、尾花沢市学習情報センター悠美館の

あり方について、再質問をさせていただきます。平成

９年から25年以上が経過し、昨年などは冷房がきかな

い施設の中でお仕事をされており、大変な様子は私も

存じております。そんな中で、ソフト面の充実に取り

組まれた内容をご答弁いただきました。「こどもの

ひ」を設定されたとのことですが、このイベントへの

参加人数、また参加された方々の感想などございまし

たら教えていただきたいです。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

社会教育課長。

◎社会教育課長（鈴 木 賢 君）

お答えします。先ほど教育長からもあった「こども

のひ」であります。新たなイベントでありました。２

回行いましたけれども、１回目が７月の20日、土曜日

の午後でありました。子ども13名、大人７名、当然、

親子と子どものグループ、小グループ２人組、３人組、

そんな子どもたちがプレイマットを準備して、そこで

寝っ転がったり、２人でお話したり、そんなリラック

スしてできたようであります。子ども同士おしゃべり

ができて、今日楽しかったというふうな意見や、あと

親子からはゆっくりリラックスして、特にあのクッシ

ョンなどを持ってきた親子では、子どもにリラックス

して、そして思い思いの時間が過ごせ、次のイベント

にこの「こどものひ」を期待したいという声が多かっ

たようであります。なお、あの初めての試みの時には、

やはり賑やかになることが想定され、苦情が出るので

はないかと思いましたけれども、前もってイベントの

周知をしたため、静かに読みたいお客様の方は、その

日は調整していただいたなと分析しております。なお、

２回目のほうは、11月16日、土曜日の午後から、こち

らは子ども８名、大人５名、計13名でありました。こ

の時は新たな試みで、小型テントを作りまして、子ど

もが秘密基地のような形で作りまして、中に入って読

んだ子どもも大変好評でありました。なお、漫画セッ

トなども準備したんでしたけれども、小さい子どもが

多かったため、絵本のほうが人気で、漫画コーナーは

そうでもなかったと。しかしながら、この２回を踏ま

えまして、今後３回目、３月27日また午後から春休み

の子ども劇場と一緒に開催する予定で、充実を図りた

いと思います。以上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

畑中議員。

◎７番（畑 中 和 恵 議員）

この間、雪まつりのあたりも悠美館の前にイルミネ

ーションがとてもきれいに飾ってありました。また、

「こどものひ」のイベントにつきましても、本当に利

用者の皆さんから好評だったようで、ぜひこういった

取り組みをどんどんしていっていただきたいと思いま

す。合わせまして、山形第４次子ども読書活動推進計

画のほうでも、４月23日を子ども読書の日、10月27日

を文字活字文化の日と定めて、イベントや行事等の取

り組みを推進しております。本市におきましても、ぜ

ひこの２日間をまた加えていただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

社会教育課長。

◎社会教育課長（鈴 木 賢 君）

お答えします。今、２日間の日程を仰られました。

まず１点目の４月の23日、子ども読書の日であります。

現在、悠美館のほうで、この子ども読書の日のポスタ

ーでありますが、県と県のほうからもポスターをおも

らいしながら、入り口に貼ってＰＲしております。な

おこの日、毎年でありますけれども、本市の対応とし

まして、４月23日から読書週間としまして、児童コー

ナー、こちらの特設コーナーにおすすめ本を準備しな

がら対応しておるところであります。また、10月27日、

文字活字文化の日、こちらも秋の読書週間10月27日か

ら11月９日まであるんですけれども、秋、こちらのほ

うも悠美館のほうで、市民図書館のほうで対応、春と
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一緒に対応しております。なお、秋に関してですけれ

ども、ちょうどこの時期、毎年ハロウィンもございま

す。昨年の10月30日、31日の２日間は、限定企画とし

てお菓子のプレゼントなどを準備して、子どもたちに

対応したところです。なお実績ですけれども、令和４

年34人、令和５年61人、昨年令和６年143人とだんだ

ん定着しまして、仮装してくれるお友だち、子どもた

ちも令和４年11人から令和５年21人、昨年度の６年度

は30人となって、こちらのほうも楽しく企画をしたい、

末長くしたいと思っております。以上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

畑中議員。

◎７番（畑 中 和 恵 議員）

詳しいご説明ありがとうございました。本当に引き

続き、このまま人数もどんどん増えていっているよう

なので、続けていっていただきたいなと思っておりま

す。

次に、１階の尾花沢市民図書館について再質問させ

ていただきます。ご答弁にもありましたが、現在の尾

花沢市民図書館は図書館法においては、十分機能を果

たしていると思います。では、ご答弁の中にありまし

た、これまで実施した悠美館や図書館についてのアン

ケート調査の結果の内容をお伺いいたします。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

社会教育課長。

◎社会教育課長（鈴 木 賢 君）

お答えします。令和５年度実施したアンケートであ

ります。中学生保護者向けで１本、こちら204名の回

答、あと小学生125名の回答がありまして、まず初め

に、中学生保護者の部分であります。大きく主だった

ものの説明でありますけれども、どこで本を読みます

かという部分では、自宅が85％で１番多かったです。

図書館の利用頻度の質問については、よく利用する、

時々利用するという部分が26％で、やはり４人に１人

の利用があるのかなと思っています。図書館に望むこ

とという部分でやはり１番多かったのが、スペースの

中でカフェがあったらいいというのが57％、あとサー

ビス関係では、開館延長、開館時間の延長が34％、あ

とイベントの充実開催が30％、なお特筆される部分で、

特に目的がなくても来館している人が約20％ほどがい

て、気軽に来ている方いらっしゃるなと思います。小

学校の部分であります。小学生は満足度で、満足、や

や満足ということで満足している皆さんが77％、満足

の理由は本がたくさんあるからということが57％、ど

のようにして本を読んでますかということでは、学校

図書館がやはり１番多く52％、市民図書館は20％、図

書館に望む本の種類は、やはり想定どおりでしたけれ

ども、漫画が40％、多いところであります。あとやっ

てほしいことは、ハイビジョンホールでの映画上映会

という部分では約３割があったようであります。なお、

小学生の市民図書館利用は約６割、満足度も高かった

という部分の分析をしているところであります。以上

です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

畑中議員。

◎７番（畑 中 和 恵 議員）

ありがとうございます。図書館、悠美館という施設

に対して、サービスに対しての何か不満とか、あとは

意見とか、そういった部分のアンケートはございます

か。あったら教えてください。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

社会教育課長。

◎社会教育課長（鈴 木 賢 君）

お答えします。やはりあの室内の暗さであったり、

やはりあのクーラーのちょっと故障しているところも

ありましたので、暑かったっという部分、またあと、

やはり子どもたちはあまりにも静かで使いづらいとい

うふうな部分もあったので、先ほどの「こどものひ」

でちょっと賑やかに楽しんでいいよとか、あと寝っ転

がれるような形にした部分もあって、あとはやはりク

レームではないんですけれども、入り口のジュースを

飲む場所をもうちょっと大きくしてほしいなどの部分

がありました。以上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

畑中議員。

◎７番（畑 中 和 恵 議員）

私も常々ちょっと室内暗いなというのが、周りの意

見も結構ありましたので、もうちょっと明るくしてい

ただくとかすると、また雰囲気も違ってくるのかなと

思いました。ぜひご検討ください。また、尾花沢市教

育委員会通信、輝け！おばねっ子の中でも拝見させて

いただきまして、市内の小学校がですね、昨年度、今

年度と続けて、子どもの読書活動優秀実践校として、

文部科学大臣より表彰を受けております。これも教育

関係の皆様と読書力向上推進員の先生方、地域のボラ

ンティアの方々のご尽力のおかげだと思っております。

これからも子どもの視点に立った読書活動の推進に積

極的に取り組んでいっていただきたいと思います。

最後の質問になりますけれども、学習情報センター

悠美館に新たな価値を創出していくとご答弁いただき
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ました。この新たな価値とは、図書館が地域の課題解

決支援サービスの提供、交流拠点、地域活性化に資す

ることではないかと思います。私たちは、この地域全

体でこの価値を創出していくべきではないでしょうか。

地域全体で目標を共有し、連携を強化するために、国

は子ども読書活動推進基本計画を作成しております。

合わせて、努力目標ではありますが、都道府県、市町

村においても、子どもの読書活動推進に関する施策に

ついての計画を作成することになっております。現在、

国では令和５年３月に第５次子ども読書活動推進計画、

山形県では令和６年３月に第４次子ども読書活動推進

計画が策定されているようですが、本市の策定状況を

お伺いいたします。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

教育長。

◎教育長（村 松 真 君）

ただ今、現在、尾花沢市では、子ども読書活動推進

計画は策定されておりません。そのため多方面から、

現在ある図書館の役割を十分に検討するとともに、こ

れからの図書館像と合わせて、尾花沢市の子ども読書

活動推進計画を作成していきたいと考えております。

読書活動は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現

力を高め、想像力を豊かなものにし、豊かな人生を送

るために、子どもだけではなく、社会人にとっても多

種多様な示唆を与えてくれる、貴重な機会であると考

えております。また、日本の子どもの読解力は、日本

を含む欧米諸国を中心として形成されているＯＥＣＤ、

経済協力開発機構加盟国38ヵ国の中でも、高いと評価

されております。また、読解力は学力向上の基礎にも

なると考えております。しかし一方では、不読率の増

大が懸念されるところでもありますが、これからの理

想的な図書館像のあり方の構築と合わせて、尾花沢市

子ども読書活動推進計画を作成し、実行することは、

読書を取り巻く環境に相乗効果をもたらし、尾花沢市

の子どもたち、さらには、一般市民にまでも良い影響

を及ぼすものと期待しております。以上でございます。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

畑中議員。

◎７番（畑 中 和 恵 議員）

１つここでお聞きしたいんですけれども、なぜ今ま

で策定しようとなさらなかったのか、教えていただい

てよろしいでしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

教育長。

◎教育長（村 松 真 君）

この子ども読書活動推進計画に関しましては、実は

まるっきり着手してないわけではなくて、２年前です

か、着手しております。ここはですね。しかし、まだ

完成しておりませんが、その間、いろいろな事情があ

ったことと思いますが、今ですね、この読書、読書活

動推進計画に関しましては、やはりあの重要な計画で

あり、国も県も作っておりますので、努力義務ではあ

りますが、やはりあのちゃんと作ってですね、図書館

のリニューアルとか、あるいはそのこれからの図書館

像と合わせてですね、一緒にですね、やっていくこと

が大事であるというふうに考えております。ぜひ取り

組んでいきますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

畑中議員。

◎７番（畑 中 和 恵 議員）

ぜひですね、早急に策定していただきまして、図書

館と地域の連携協同により、読書のまちづくりを推進

することは、誰も取り残すことのない読書環境を整備

するために、とても必要であると思っております。地

域全体で目標を共有し、より明るく親しみやすい尾花

沢市民図書館、学習情報センター悠美館として、これ

からもさらに市民の皆様の大切な居場所になることを

願っております。

以上で、私からの一般質問を終わります。ご答弁あ

りがとうございました。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

以上で、畑中和恵議員の質問を打ち切ります。

次に４番 土屋範晃議員の発言を許します。土屋範

晃議員。

〔４番 土屋範晃 議員 登壇〕

◎４番（土 屋 範 晃 議員）

先の通告にしたがいまして、令和７年３月定例会の

一般質問をいたします。私からは、大きく２つの項目

について質問いたします。

初めに徳良湖周辺整備マスタープランについてであ

ります。徳良湖周辺整備マスタープランは平成30年３

月に策定され、徳良湖周辺を４つのゾーンに分類し、

１年から３年の早期、４年から７年の中期、８年から

10年以上の長期の３区分、３段階に区分して施設整備

を進めることが示されております。マスタープランは、

令和10年３月までの10年間を計画期間と定めており、

令和７年３月において８年目を迎え、これから長期の

段階に差しかかるところであります。これまでに、計

画に基づくさまざまな事業が進められている一方で、
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現段階で着手していない事業があることや、花畑を整

備しますと明記されている部分において、緑地化が進

められているなど、計画に沿わない部分もある状況で

あります。こうした現状を受けて、計画に示されてい

るドッグランの整備などを望む方からは、「いつ作る

のか、本当に作るのか。」といった不安の声もいただ

いております。マスタープランが示す徳良湖整備に寄

せる市民の期待や関心は大きいと捉えております。マ

スタープランに示された整備計画について、今後どの

ように進めていくのか伺います。

現行のマスタープランは令和３年10月に一部改定が

行われております。市のホームページでも公開されて

おり、先に述べたように、一部計画に沿わない事業が

進められていることなどから、市民が不安に感じてい

る部分があると思われます。そこで、これから整備計

画における長期の区分を迎えることも加味して、現時

点で変更が考えられる部分などを整理し、一部改定を

行って市民に示すことで、事業における市民の安心や

理解を得ることができるのではないかと考えます。マ

スタープランの一部改定等を行ってはいかがかと考え

ますが、現行計画の一部改定等を見直す考えはないか

伺います。

次に、子どもを産み育てやすい環境づくりについて

であります。近年の本市の出生数は40名から50名程度

で推移しております。少子高齢化が急速に進み、尾花

沢市の存続が難しくなる可能性があると考えておりま

す。出生数の現状をどのように捉え、将来の見通しに

ついてどのように考えているかお伺いします。

経済的な理由などから結婚する人が少なくなってい

ることや、晩婚化が進んでいること、子育てにかかる

教育費の不安などが起因して、少子化は国内全体にお

ける傾向であり、課題となっております。国全体で取

り組んでいかなければならない課題であると同時に、

自治体規模で地域の特色を踏まえた対策が必要である

と考えます。本市における子どもを産み育てやすい環

境づくりをどのように進めていくのか伺います。

本市においては、婚活支援や住宅購入の支援のほか、

さまざまな対策を講じております。しかし、決して手

を尽くしきっているというわけではないと捉えており

ます。人口や出生数が減少している一方で、ふるさと

納税は好調に推移しており、今、尾花沢市に住んでい

る子育て世帯や、これから結婚や子どもを産み育てた

いと考えている方への支援は、一層手厚くすることが

できると考えます。そこで、新たな支援事業を提案し

ます。本市の地域特性を考えると、交通手段として自

家用車がほぼ必需品であります。出産後はチャイルド

シートが必要となり、チャイルドシートの相場は２万

円から４万円と決して安いものではありません。本市

の出生数や現在のふるさと納税の状況を考慮すれば、

購入費用を全額補助した場合でも、例えば上限３万円

かける40人の場合、120万円ほどの予算で実現可能で

あります。新たにチャイルドシートの購入費助成を行

ってはいかがかと考えますが、ご答弁をいただきたい

と思います。

以上、質問席からの質問とし、答弁を受けて自席よ

り再質問させていただきます。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市長。

〔市長 結城 裕 君 登壇〕

◎市 長（結 城 裕 君）

土屋範晃議員からは大きく２つのご質問をいただき

ました。順次お答えをいたします。

初めに、徳良湖周辺整備マスタープランについてお

答えを申し上げます。

議員からは、徳良湖周辺整備マスタープランに示さ

れた整備計画の今後の進め方と一部改定についてご質

問をいただきました。

まず事業期間一覧表に記載されている事業の進め方

についてでありますが、議員仰せのとおり令和３年10

月に一部改定を実施しております。これは、早期、中

期、長期に分けている事業期間の早期が終了したこと

を踏まえ、この間の実績に基づき見直しを行ったもの

であります。また、その際の改定に合わせ、やすらぎ

交流ゾーン内の遊休地の活用方法として緑地から、よ

り具体的なものとして花畑に変更した経緯もございま

す。但し、この件については、イニシャルコストやラ

ンニングコストが課題であるとの議会からのご指摘も

あり、令和５年３月の定例会で緑地広場とする方向性

を提示させていただいております。また、その後、整

備に伴う事業費等の説明を令和５年８月の産業厚生常

任委員会にて説明させていただき、現在、芝張りを中

心とした広場の整備に取り組んでいるところでありま

す。市といたしましては、プラン策定時に市民ワーク

ショップ等でいただいたご意見について、最大限、実

現に向けた取り組みを進めていく考えでありますが、

感染症の拡大による生活様式や価値観の変化、急激な

原油高や円高による物価高騰等の社会情勢に合わせ、

事業内容や整備する時期の見直しも求められているも

のと認識しております。そのため、徳良湖マスタープ

ランについては、レジャーや余暇活動の機能強化も大
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いに含んでいることから、定期的に見直しを図ってい

く考えであり、当面の一部改定については、マスター

プランの中期が終了した後の新年度に実施する予定で

あります。その際に、来年度で事業完了予定の緑地広

場についても、標記の変更を行う考えであります。

次に、子どもを産み育てやすい環境づくりについて

お答えをいたします。

初めに、出生数の現状と将来の見通しについてであ

りますが、本市の出生数は平成27年度に100名を下回

り、以降、令和５年度は47人、今年度は１月末現在で

28人となっております。また、民間の有識者グループ

人口戦略会議によりますと、本市の若年女性人口は

2020年の929人から2050年には279人となる見通しであ

り、仮に2020年の若年女性人口929人、出生数42人か

ら単純計算すると、若年女性のうち出産された方は

4.5％ということになりますが、これを用いて、2050

年の出生数を算出すると12.6人となり、さらに深刻な

少子化に陥ることが想定されます。今月策定される、

尾花沢市こども計画でも少子化に関連する記載がある

ようですが、例えば、子ども、若者を取り巻く現状の

婚姻、出生等の状況によると、本市の男女ともにいず

れの年齢層においても、未婚率が増加傾向で推移して

いるようであります。特に男性は女性に比べ未婚率が

高くなっており、令和２年の35～39歳の未婚率は女性

の21.8％に対し、男性は42.1％と約２倍となっており

ます。日本において出生する子どもの約98％は、婚姻

関係にある嫡出子であることから、少子化の一番の原

因は、未婚の若者が増加していることだと考えられま

す。本市におきましては、結婚につながる機会の創出

に向けて、平成17年度から尾花沢市結婚促進協議会、

通称ＬａＬａネットを立ち上げ、仲人役のマッチング

サポーターを委嘱しながら、結婚相談会や婚活イベン

トを開催するなど婚活支援に取り組んでおります。加

えて、今年度からは、スマートフォン等から手軽に参

加できる婚活マッチングサイト「Ａｉナビやまがた」

への登録を推進する補助事業を開始するなど、さまざ

まな取り組みにより結婚につながる機会の創出に取り

組んでおります。

一方で、厚生労働白書をみますと、20代の若者の

60％以上が「結婚は個人の自由であり、結婚してもし

なくてもどちらでもよい」という意識調査の結果が出

ております。このことからも、結婚するかしないかに

ついての社会的自由度が高まってきた結果が、結婚離

れが進み、少子化につながっているものと認識してお

ります。この様な実態を踏まえれば、少子化対策で出

生数を取り上げる場合、一自治体だけの政策では限界

があるのではないでしょうか。やはり国の大きな舵取

りが必要でありますので、今の若者にマッチした出生

数の増加につながる国策を、強く今後も要望していく

考えであります。

また、若年女性の都市部への流出には、地方に根付

いている夫は外で働き、妻は家庭を守るべきであると

いう意識、いわゆる固定的性別役割分担意識もあると

言われています。そのため、まずは家庭や地域、職場

に根付く無意識の思い込み、アンコンシャス・バイア

スを解消して、女性や若者に選ばれるまちづくりを推

進していくことも大切であると考えております。

次に、子どもを産み育てやすい環境づくりについて

でありますが、本市においては、第７次尾花沢市総合

振興計画及び尾花沢市子ども・子育て支援事業計画に

基づき、各種事業を展開しており、加えて、令和６年

度からは、子ども家庭センターを創設して、妊娠から

出産、子育てまで切れ目のない体制を構築して、段階

に応じた支援を強化しております。

議員からは、チャイルドシートの購入費助成につい

てのご提案をいただきました。子どもを産み育てやす

い環境をつくるためには、女性や若者に限らず、市民

全体が幸福感を感じながら暮らすことができるまちづ

くり、いわゆるＷｅｌｌ－Ｂｅｉｎｇの取り組みが必

要であると考えております。その取り組みの１つとし

て、本市では、現在パナソニック株式会社様と協定を

締結して、食器洗い乾燥機を活用した子育て世帯への

実証実験を行っております。これは、食器洗い乾燥機

を使うことにより、家事の時間の短縮等が図られるな

ど、子育てへの有効な効果が得られるかを検証するも

のであり、現在市内20世帯の皆様から協力をいただき

進めております。

議員ご提案のチャイルドシートの購入支援について

でありますが、６歳未満の幼児を乗せて車を運転する

時は、チャイルドシートの使用が義務付けられており

ますので、子どもの安心安全に大変重要なものでもあ

り、乳幼児の子育て世帯には必須の物でありますので、

ぜひ今後検討してみたいと思います。その場合、乳幼

児用のベビーシートや幼児用のチャイルドシート、学

童用のジュニアシートなど、子どもの年齢に応じて、

使用するチャイルドシートも変わることもあるようで

すので、購入を前提とするだけではなく、レンタル等

や今で言うサブスクリプションも含め今後検討してみ

たいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。
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◎議 長（菅 野 修 一 議員）

土屋議員。

◎４番（土 屋 範 晃 議員）

それでは自席より再質問をいたします。なお、議長

より許可を得まして、タブレット内に資料を掲載して

おります。資料を使いながら再質問させていただきま

すので、よろしくお願いいたします。

初めに徳良湖周辺整備マスタープランについてであ

ります。市長からは、マスタープランに示された整備

計画の今後の進め方については、生活様式の変化や物

価高騰などの社会情勢に合わせて見直し、内容の見直

しや時期の見直しを図りながら、最大限実施に向けた

取り組みを進めていくこと。そして一部改定について

は新年度に実施を予定しており、その際に花畑の部分

について、緑地広場へ表記を変更する旨のご答弁をい

ただきました。それでは、資料１をご覧いただきたい

と思います。こちらは現行の整備計画をもとに事業ご

との計画年次をまとめ、令和６年12月３日の産業厚生

常任委員会において示された資料をもとにしまして、

事業ごとの進捗状況を実績としてまとめた資料であり

ます。現段階で、整備計画における早期区分と中期区

分が経過しているところであります。整備計画におけ

る早期区分については、おおむね計画どおり事業が進

められているとお見受けいたします。中期以降の区分

については、未着手の事業も見受けられますが、現時

点で計画していたものの実施を見送ることとした事業

などがあれば教えていただきたいと思います。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

総合政策課長。

◎総合政策課長（永 沢 晃 君）

施設整備計画の中での項目とすれば、大項目全てあ

りますけれども、今のところ見送っている事業はあり

ません。以上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

土屋議員。

◎４番（土 屋 範 晃 議員）

見送った事業はないということで、答弁承知しまし

た。質問席からの質問においても触れましたが、現在、

尾花沢市にはドッグランがありません。ドッグランに

ついてはマスタープランの43ページと45ページに記載

がありまして、やすらぎ交流ゾーンへの整備が計画さ

れております。徳良湖にドッグランの整備を望む方の

中には、愛犬とともに寒河江市などの他自治体へ通わ

れている方もいるようです。ドッグランの整備は、こ

れから迎える長期計画において、長期区分において実

施することが示されておりますが、計画どおり行う予

定でしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

商工観光課長。

◎商工観光課長（齊 藤 孝 行 君）

お答えいたします。今ドッグランの整備というふう

なことでのご質問であります。こちらのドッグランの

整備の部分については、マスタープランの中で議員仰

せのとおり、長期の部分に記載しております。ドッグ

ランにつきましては、議員さんのほうにも、市民の皆

さんからその要望の声が届いているかと思いますが、

担当課のほうにも、多くの市民の方のドックラン要望

の声が届いております。ただ、整備する上で、やはり

場所の選定であったりとか、利用上のルール作り、以

前、徳良湖のほうでは大型犬と小型犬のトラブルが発

生したような事例もあったとお聞きしております。こ

ちらのルール作り。あとは、徳良湖はさまざまな市民

の方であったり、観光客のお客様がいらっしゃいます。

犬が苦手な方もいらっしゃいますので、そちらの方へ

の配慮というものも当然必要になってくるかと認識し

ておりますので、そういう部分を踏まえながら、先ほ

ど言った寒河江であったりとか、あとは、山形市の長

谷堂のほうにもあったかと思います。そちらの事例を

参考にしながら、整備については検討していきたいと

いうふうに考えております。以上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

土屋議員。

◎４番（土 屋 範 晃 議員）

答弁承知しました。ドッグランについては、計画ど

おり、これから整備が予定されているということで、

あのさまざまな利用の実態であるとか、ほかのゾーン

との兼ね合いも考えて、１番ベストな形で対応してい

ただきたいと思います。

親子ふれあいゾーンや自然体験ふれあいゾーンなど、

中期以降に計画している事業の進捗について、まとめ

てみますと、こちらはあまり進んでいないようであり

ます。これらの事業を進める上で、支障となっている

ものがあれば教えていただきたいと思います。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

商工観光課長。

◎商工観光課長（齊 藤 孝 行 君）

お答えいたします。自然体験ふれあいゾーンという

ようなことで、こちらのほうは徳良湖の北側と、あと

東側、あとオートキャンプ場の南側の部分が含まれる

のかなと考えております。支障ということではないで
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すが、まずは東側の部分については、松林、赤松の保

全というようなことがあります。こちらの部分での大

きな事業といいますと、親水公園であったりかと思い

ます。親水公園の部分については、こちらのほう、徳

良湖の部分については、潅漑用水のため池になってお

ります。徳良池の分水口の水漏れがありまして、修繕

が今年度の11月に終わったというような状況もありま

すので、そういう部分の考え方を踏まえて、支障にな

っているということではなくて、その考え方、それで

今、優先的にやっている部分については、遊休地の活

用ということで、緑地化の事業を担当課としてはメイ

ンにやっておりますので、そこを随時進めていくとい

うのが担当課としての責務だと考えております。以上

です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

土屋議員。

◎４番（土 屋 範 晃 議員）

答弁承知しました。徳良湖整備マスタープランにつ

いては、平成30年３月に策定されまして、令和３年10

月に一部改定がされております。こちらの策定と一部

改定について、それぞれ担当された部署について教え

ていただきたいと思います。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

総合政策課長。

◎総合政策課長（永 沢 晃 君）

策定についても、うちの総合政策課、一部改定につ

きましても、当課、総合政策課で行っています。以上

です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

土屋議員。

◎４番（土 屋 範 晃 議員）

承知しました。現在、マスタープランを計画してい

る部署が、計画策定している部署が総合政策課であっ

て、実際に事業実施されているのが商工観光課さんと

いうことになっている状態であります。先ほど、商工

観光課長のご答弁でも教えていただきましたように、

実際に現場に入って仕事をしてみると、その修繕の考

え方の部分であるとか、実際やってみて見えてきた課

題というのもあるのかと思います。こういった形で事

業を進めていく上で、何らかの課題に直面し、それを

把握して解決を行うことですとか、実状に合わせて進

捗状況をコントロールするというのは、やはり現場で

実務を担当されている部署であると考えます。来年度

に整備計画の一部改定を予定されているということで

すが、こちらについては、実際に実務を担当する商工

観光課が行うことによって、より整備計画を進めやす

いのではないかと考えますが、いかがでしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

担当課ではちょっとお答えしにくい、みんなが遠慮

しているようなんで、私が代わってご説明したいと思

います。いわゆる私の考えとしてですね。それはその

所掌がどちらになるかということではなくてですね、

さまざまな方々がやっぱり一緒に取り組んでもらう。

どこが最終的に取りまとめをするかということはあっ

たとしてもですね、いろんな課、いろんな市役所の中

の課が横断的に参加していただいて、いろんな考え方

を吸い上げていくということが大事なのかなと。その

中で、仮に総合政策課がこのまま所掌するとしても、

観光課のほうがどなたか一緒に入ってもらう。それ以

外にもですね、さまざまな、ちょっと私がまた変なこ

と言ってしまうと、また後で叱られるのかもしれませ

んが、民間の方々、商工団体の方々、さまざまな方々

にご意見をいただきながら進めていきたい。

一方でですね。またちょっと論点がずれてくるのか

もしれませんが、これを作ったのが平成30年というこ

とで、結構古い時期に整備されています。その間、や

っぱり現在までの間、本当にいろんなことが変わって

きているだろうと思います。特にその観光事業ですね。

今ご承知のとおり、徳良湖を中心にミライ、いわゆる

観光事業者を中心としたミライということで、グース

カフェの跡地を使ってもらっています。あそこの主な

狙いというのは、徳良湖を中心とした観光事業、いわ

ゆる銀山だけではないんだと。それを進めてもらおう

ということで、あそこが中心となって今検討してもら

っています。したがって、これからこの徳良湖周辺の

施設整備も含めて、その事業に合わせてどういう姿が

徳良湖のこれからの誘客、たくさんの人、市民の方々

も含めてですね、来ていただく姿が、やっぱりしっか

りその事業と合わせてですね、考えていくことが私は

必要だと思います。何もかにもという形でですね整備

できるのであれば、もちろんそれはそれに越したこと

ないんですが、ある程度方向性を絞って、例えばイン

バウンドのお客さんはどういうことを要望され、銀山

温泉、徳良湖に回ってもらうか。日本の方々にとって

はどういうところを尾花沢で観光したいのか。そんな

ことも含めてですね、ある程度方向性を、今の時代に

合った方向性を踏まえた形の整備も、やはり必要なん

ではないかなと。したがって、今後７年度ですが新年
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度でこれを改定する中では、場合によっては今長期の

線表にあるものも別のものに変えていくなんてことも

必要ではないのかなと私は思っております。したがい

まして、今後しっかりそういう部分も含めてですね、

事業を進めていきたいというふうに思っております。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

土屋議員。

◎４番（土 屋 範 晃 議員）

答弁承知しました。確かにあの平成30年の策定から

コロナであったりですとか、物価高、そういった背景

が予想できなかったものが出てきていることに加えて、

新たに民間の方の取り組みなども、徳良湖で行われる

ということもあって、徳良湖をめぐる情勢というのも

変わってきているのかなと思います。今後、来年度改

定を行う際には、プランの策定時に市民の方から寄せ

られた意見、ご意向等を最大限反映していただいて、

皆さんが理解を、皆さんの理解が得られるような配慮

もしていただきながら、ぜひ計画の実現に向けた取り

組みを進めていただきたいと思います。

次の質問に移ります。次に、子どもを産み育てやす

い環境づくりについてであります。市長からは、出生

数がさらに深刻な状況に陥る見通しであり、少子化の

１番の要因について、未婚率の上昇であると詳しく分

析もしていただいたご答弁をいただきました。令和７

年の市報３月号までに公表された出生数と婚姻数をま

とめますと、出生数はご答弁にもあったとおり、１月

末時点で28人、婚姻数につきましては21組となってお

ります。出生数については、ここ５年間では40名～50

名前後で推移していることもあって20名程度の減少、

婚姻数につきましては、30件～40件前後で推移してい

ることから10件程度減少しておりまして、今後の少子

化の進行が一層早まると私も予想しております。ご答

弁にあった厚生労働白書の結果では、結婚に関する社

会的な自由度の高まりによって、結婚をするかしない

かという選択は個人の自由であるとの意識が高まって

いるとのことですが、私もそのように思うところです。

そうした中で、結婚したいと思っている方がいれば、

それを叶えるための後押しをするというのが、望まし

い支援のやり方ではないかと思っております。令和５

年の12月定例会において、婚姻数増加に向けた取り組

みについて質問させていただきました。今年度からＡ

ｉナビやまがたへの登録を推進する補助事業が開始さ

れておりますが、現在の実績や活用状況について教え

ていただきたいと思います。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

社会教育課長。

◎社会教育課長（鈴 木 賢 君）

お答えします。今年度スタートしましたＡｉナビや

まがたの補助でありますが、ＬａＬａネット会員20名、

みんなでＰＲしながらしておりますが、補助金申請し

た方は現在まで残念ながらゼロであります。ただ、こ

の登録している方は県内140名ほど、男性は７割720名、

女性は320名、県全体ではいますが、本市としまして

は総計で４名、男性３名、女性１名が補助金をあてし

ないけれども登録しているのが現状であります。以上

です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

土屋議員。

◎４番（土 屋 範 晃 議員）

承知しました。活用実績はまだないとのことであり

ますが、尾花沢市でも４名の方が登録されているとい

うことで承知いたしました。本市の全体の婚姻数が20

件前後であることを考えれば、登録はそのくらいにな

るのかなと。一定程度のＡｉナビやまがたの制度自体

も、一定程度の活用は出されているのかなとも考える

ところです。しかしながら、今後この事業のさらなる

利用を進める取り組みや、この事業のほかに婚活に焦

点を当てた新たな企画などございましたら教えていた

だきたいと思います。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

社会教育課長。

◎社会教育課長（鈴 木 賢 君）

お答えします。やはりこの私たちで担当している結

婚促進協議会のＬａＬａネットであります。20名のさ

まざまな男女のマッチングサポーターの皆様が知恵を

絞って、地域密着型で相談に乗りながらしています。

やはりメインとなります個別お見合い、随時でありま

すが、あと広域でしている情報交換、例えば、むらや

ま広域婚活事業、やまがたハッピーサポートセンター、

そして、むらやま仲人ネット、県の連携中枢都市圏の

連携事業などで、さまざまな情報を持ち寄って、月に

１回の情報交換をした際に、それぞれがマッチングサ

ポーターの皆さんが持っている人たちに情報を提供し

て、さまざまなイベントへ背中を押すような事業、地

道な部分ではありますけれども、このような形をずっ

としまして、毎年成婚数は令和になって２組ほどで推

移しており、今年度もなんとか１組成婚しています。

地道な活動でありますが、みんなで頑張っていきたい

と思います。以上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

令和7年3月6日本会議（一般質問）



土屋議員。

◎４番（土 屋 範 晃 議員）

答弁承知しました。婚姻数や出生数について、それ

をすぐ改善できるような特効薬というのは、私もない

のではないかと思っております。小さくとも課題の解

決に向けた取り組みを積み重ねて行っている必要があ

ると思いますので、時には、あの企画される際には、

遊び心もあるような企画も思い切ってやっていただい

て、いろんな方が参加できるようにしていただければ

と思います。

次の質問に移ります。市長の先ほどの答弁では、子

どもを産み育てやすい環境づくりのためには、市民全

体が幸福感を感じながら暮らすことができるＷｅｌｌ

－Ｂｅｉｎｇの取り組みが必要であると、ご答弁をい

ただきました。まさにその取り組みの１つとして、パ

ナソニック株式会社さんと協定を締結し、子育て世帯

を対象に、食器洗い乾燥機の活用を実証実験されてい

るとのことでありました。このパナソニック株式会社

さんとの協定の締結に至った経緯について教えていた

だきたいと思います。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

総合政策課長。

◎総合政策課長（永 沢 晃 君）

パナソニック様のほうでは、全国で確か25自治体と

今回結ぶというふうな形になっているようでした。た

だ、その選考のルールというのは発表されていないん

ですけれども、25自治体について、まず、一次面接と

いうふうな形で、私のほうがオンラインで面接を受け

ております。その際に、どういうふうにして尾花沢を

知ったんですかと聞いた時は、市長が掲げています、

子育て日本一への挑戦という部分について、ぜひ尾花

沢さんと一緒にやってみたいということがありました

ので、そういうフレーズが響いたのかなというふうに

思っています。以上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

土屋議員。

◎４番（土 屋 範 晃 議員）

答弁承知しました。大変おもしろい取り組みだなと

感じているところです。食器洗い乾燥機を活用した子

育て世帯への実証実験について、20世帯から協力して

いただいているということでしたが、協力をいただい

ている世帯から、どのような反響があるか教えていた

だきたいと思います。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

総合政策課長。

◎総合政策課長（永 沢 晃 君）

２週間ほどモニターの募集かけたりしたんですけれ

ども、最終的には20件というふうな形の申し込みあり

ました。事前にあの議員のほうから、このどういうふ

うな感想というか、まだ実は１週間経っていないんで

すけれども、感想ないかという話があったので、20件

のうち４件に聞き取りを行ってみました。手間がなく

なった、または家事の分担ができるということで、た

ぶんこの家事の分担というのが、男性の家事の参加と

いう部分が、この食洗機を入れることによってという

ことだと思うんですけれども、やっぱりその家事の時

間の短縮と家事の負担の軽減という、大きくはこの２

つに、感想が４件のうち、なんか同じような感想だっ

たっという話が、うちの職員からありました。そのほ

かに、意外とこの汚れが落ちるということで、性能な

んかも心配して躊躇していた世帯も、今回のモニター

によって、案外良いもんだねというふうな感想をいた

だいた結果でありました。以上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

土屋議員。

◎４番（土 屋 範 晃 議員）

好評なご意見があるということで、聞き取りもして

いただきまして、ありがとうございます。あの３月３

日からのスタートであったと思いますので、まだ意見

等は寄せられてないかなと思いながらも、ちょっとお

伺いしたんですけれども、ありがとうございます。食

器洗い乾燥機ではありませんが、私もあの洗濯乾燥機

を購入したことで、洗濯物を干す、乾かすといったこ

とをする必要がなくなり、家事に使っていた時間をほ

かの時間に使えるようになりました。こうした家電の

導入によって、個人で自由に使うことができる時間を

捻出するということは、Ｗｅｌｌ－Ｂｅｉｎｇにつな

がる取り組みであると思いますので、今後も柔軟な発

想で、さまざまな企業などとの連携も含めて取り組み

をしていただきたいと思います。

最後に、チャイルドシートの導入支援に関すること

についてであります。先ほどの市長からの答弁では、

購入を前提とするだけでなく、レンタル等のサブスク

リプションも含めて検討してみたいということで、１

つ踏み込んだ前向きなご答弁をいただいたものと思っ

ております。今度、資料の２をご覧ください。山形県

における自家用乗用車の世帯当たりの普及台数は

1.624台であり、全国で３位となっております。６歳

未満の幼児を自動車に乗せる場合、自動車の運転者に

はチャイルドシートを使用することが義務付けられて
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おります。東京都における世帯当たりの自家用車普及

台数は0.41台となっており、チャイルドシートの購入

は、この地域に住んでいるからこそ必要である、特殊

な財政需要とも言えるものと思います。また、本市で

は出生数が少ないからこそ、子育て世帯に対する手厚

い支援が可能なのではないかなと考えているところで

す。民間会社の調査によるチャイルドシートの購入価

格相場は２万円から４万円とのことであり、決して安

い金額ではない状態であります。尾花沢市においても、

自家用車は移動手段として大変重用されております。

チャイルドシートについては、市長からのご答弁もあ

ったとおり、ベビーシートやジュニアシート、そのほ

か各年齢で使えるものや、ベビーカーとしても使える

一体型のもの、それから金具で固定するもの、シート

ベルトをかませて固定するものなど、実にさまざまな

種類がございます。子どもの成長や使用中の汚損、自

家用車の買い替えに伴って、新たに購入する必要があ

るなど、さまざまな場合が考えられます。また、幼稚

園や保育園の送迎を、朝夕で夫婦が別々で分担してい

る場合については、一人の子どもに対して２台チャイ

ルドシートが必要になるという場合もあるかと思いま

す。そうした点から、購入というやり方に限らず、市

長からご答弁いただいたようなサブスクリプション、

レンタルなども有効な支援策になると感じたところで

す。早ければ来年度の途中からでもぜひ制度を立ち上

げて、支援を実施していただきたいと思います。実現

に向けて前向きな検討をしていただけるということで、

ご期待してよろしいでしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

総合政策課長。

◎総合政策課長（永 沢 晃 君）

先ほどの市長の答弁にありましたとおり、まずは実

現に向けて取り組んでいきたいというのが市長の考え

でありますので、それが年度の途中になるかはまだ分

からないんですけれども、実現に向けて取り組んでい

きたいという考え方は間違いないです。ただし、今あ

のこの話があった時に、うちの職員にもいろんな話聞

かせてもらった際に、保育園等の送迎という部分がや

はり出されました。同じ考えでありました。ですので、

朝行った方と夕方行った方が違えば、車２台あればや

っぱり２ついるんだというふうなものも、やっぱり出

されてました。そのとおりだなと思って今聞いていた

ところであります。ですので、やり方については、や

っぱりもうちょっと検討必要なのかなと思っています

けれども、方向性としてはぜひ取り組んでいく考えで

ありますので、よろしくお願いしたいと思います。以

上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

土屋議員。

◎４番（土 屋 範 晃 議員）

承知しました。ぜひ進めていただきたいと思います。

私からもよろしくお願い申し上げます。

尾花沢市の総合振興計画においても、子育て日本一

への挑戦というのが目標に掲げられております。今後

もさまざまな施策を展開して、子育てをする方々にと

って、このまちに住んで良かった、あのまちで暮らし

てみたいと思っていただけるようなまちづくりに一層

取り組んでいただきたいと申し上げまして、私の３月

定例会の一般質問とさせていただきます。ありがとう

ございました。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

以上で、土屋範晃議員の質問を打ち切ります。

ここで15分間休憩いたします。

休 憩 午後２時25分

再 開 午後２時40分

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

再開いたします。

次に２番 伊藤浩議員の発言を許します。伊藤浩議

員。

〔２番 伊藤 浩 議員 登壇〕

◎２番（伊 藤 浩 議員）

３月定例会におきまして、先の通告に基づき一般質

問をさせていただきます。２項目について質問をいた

します。

１項目目、農業を取り巻く課題の中で、次の３点に

ついてお伺いをいたします。１点目、新年度から新た

にスタートする地域計画の今後の進め方についてお伺

いをいたします。２点目、水田活用直接支払い事業と

畑地化促進事業の今後の課題をどう捉えておられるの

かをお伺いいたします。３点目、来年度の尾花沢すい

か農学校、どう進めようとしているのかお伺いをいた

します。

２項目目に、新年度の移動市役所の活用について、

２点お伺いをいたします。１点目、今年度の活動を踏

まえて、新年度の具体的な運用をどう進めようとして

いるのかお伺いをいたします。２点目、この移動市役

所の車両について、市民の皆さんからより親しみを持

っていただけるように、愛称を公募してはいかがでし
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ょうか。

以上、質問席からの質問とさせていただきます。答

弁をお伺いして、再質問をさせていただきます。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市長。

〔市長 結城 裕 君 登壇〕

◎市 長（結 城 裕 君）

伊藤浩議員からは大きく２点のご質問をいただきま

した。順次お答えを申し上げます。

初めに、地域計画の今後の進め方についてでありま

すが、地域計画は、農業経営基盤強化促進法の改正、

令和４年５月27日、令和５年４月１日施行により、こ

れまでの担い手への農地集積を主とした人・農地プラ

ンから、地域計画として地域農業の将来、10年後のあ

り方について計画策定が義務化されたものであります。

平成24年度から始まった人・農地プランにより、本市

の担い手への農地の集積は進み、昨年度末時点では

68.8％となりました。10年前の平成25年度末の集積率

は26.9％でありましたので、人・農地プランが始まっ

てからの10年間で、本市の４割以上の農地が新たに担

い手へ集積されたことになります。近年、農地の集積

は頭打ち傾向にあるようでありますが、集積率の向上

は１つの目安であって、闇雲に農地を集積しても、大

規模農家にとっては、圃場が分散することによる生産

効率の低下を引き起こすことにもなりかねないため、

引き続き農地の団地化、集約化を進める必要がありま

す。今般の地域計画の策定にあたっては、今年度３月

末で策定される見通しでありますが、策定に向けて一

昨年から地域計画策定推進会議を開催して、各地域、

地区での話し合いや説明会などを行ってきたところで

あります。地域での話し合いにあたり、35に細分化さ

れているこれまでの人・農地プランでは、担い手の減

少により、10年後の将来図を描くことができなくなっ

た地域も出てきたことや、大規模農家にあっては、数

多くのプランに担い手として掲載されていることで、

話し合いへの参加が困難になっていることなどから、

これらを考慮して、これまでの35の人・農地プランか

ら、旧町村単位の５地区に再編することで進めてまい

りました。今後は、再編することにより、地域農業を

担う者がより多く集まり、話し合いが活性化し、農地

の団地化、集約化がさらに進むものと期待するところ

であります。地域計画は、策定して終わりではなく、

10年後の将来像の実現に向けて、話し合いを進めてい

くものであります。このたび、策定した目標地図につ

いても、現時点では現状の耕作に基づくところが多く、

10年先を見据えた話し合いを、今後もさらに進めてい

かなければなりません。

議員からは、話し合いの単位を地区単位ではなく

人・農地プランの地域単位にしてはとのことでありま

すが、そもそも新しくなる５地区の地域計画は、これ

までありました35地域での話し合いを踏まえて積み上

げた成果となっております。したがって、話し合いの

進め方については、これまでどおり35地域で話し合い

を行い、その成果や意向を踏まえて、リーダーとなる

担い手を通して、各５地区での協議の場に伝えるとい

う、これまでどおりの流れで進めていく考えでありま

す。

次に、畑地化促進事業と水田活用直接支払い事業の

今後のあり方についてでありますが、畑地化促進事業

は、水田活用の直接支払交付金の交付対象水田の見直

しが図られる中で、国が示す水田農業の産地づくりの

ための方針に沿い、畑作物が連続して作付けされてい

る水田について、麦、大豆などの需要のある作物の産

地化に向けて畑作を本作化、定着させるために実施し

ている事業であります。平成28年度から水田活用の直

接支払交付金の交付対象水田について見直しが検討さ

れてきましたが、令和４年度に５年水張りルールが設

けられました。これにより、令和８年度までに１度も

水張りを行わない水田については、令和９年度からは

交付対象から除外することになりました。一方で、水

田を畑地化して畑作物の本作化に取り組む農業者へ５

年間の支援を行う、畑地化促進事業が新たに設けられ

たところであります。この間、国が示してきた方針は

大変難しいものであり、農業者の皆さんも判断に苦慮

し、対応に困惑している状況にあります。その中で、

令和５年度と６年度の畑地化促進事業に取り組んだ農

業者は合わせて192人、交付面積は385.59haとなり、

本市の転作水田面積の約２割が畑地化されたことにな

ります。畑地化促進事業は５年間の支援の後は、その

水田は交付対象外となることから、畑地化促進事業終

了後に営農が継続されず、耕作放棄地の増加が心配さ

れるところでもあります。そのため、６年後以降も営

農継続されていくよう、担い手となる農業者に耕作を

継承するなど、地域計画の話し合いの中で決めていく

ことが大事であると考えております。水田活用交付金

と畑地化促進事業については、地域の実状に合わせた

政策とするよう、これまでも県、国へ要望してまいり

ましたが、このたび、１月31日に、農林水産省から令

和９年度以降の水田政策を根本的に見直すという方針

が示されました。これによると、水田のみを対象とす
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る現在の仕組みから、水田、畑を問わず、作物ごとの

生産性向上への支援に転換され、５年水張りルールに

ついても、水張りを行わなくても交付対象となるよう

検討しているようであります。この大幅な見直しにつ

いて、２月の18日に開催された山形県市長会総会にお

いて、農業者の皆様の立場に立って、現場のニーズを

捉えながら検討を進めていただくよう、私より発言さ

せていただきました。この内容につきましては、国へ

要望するものであり、県市長会の提出議案として取り

上げられ、今後開催される東北市長会でも議案として

提出される予定となっております。今後も、農業者が

将来にわたって安定的な経営を行い、市の農業振興が

図られ、農地が荒廃せずに守られていくよう、国や県

に対し、機会を捉えながら要望してまいります。

次に、来年度の尾花沢すいか農学校についてであり

ますが、尾花沢すいか農学校は、尾花沢すいかの産地

ブランド確立と、産地基盤強化、技術向上を主な目的

として設立した事業であり、昨年４月にスタートした

ものであります。本市、すいか生産においては、これ

まで担い手が減少していることが課題となっておりま

したが、一方で、近年、移住者などの新規就農者が増

加傾向にあることから、すいか産地として、ブランド

を維持していくためには、新規就農者の確保と生産技

術の向上が必須であると考え、取り組んでいるところ

であります。

尾花沢すいか農学校については、昨年４月の開校以

降、圃場及び講義形式での集合研修に力を入れてまい

りました。加えて、情報発信の手段として、尾花沢す

いか農学校のホームページの開設やパンフレット、ポ

ストカードを作成して、市の新規就農者支援制度のＰ

Ｒを行ってきたところであります。今後も夏スイカ日

本一の産地を守り、さらに高めていくためには、これ

まで産地ブランドを築いてこられた生産者の皆様と、

新規就農者が情報を共有する場を作りながら、次の世

代に引き継いでまいりたいと考えているところであり

ます。その手段として、研修を通した生産者の皆さん

と新規就農者の交流を計画するなど、関係者の皆さん

から広くご意見を頂戴しながら、より良い、尾花沢す

いか農学校を目指すとともに、今後も新・農業人フェ

アなどの新規就農関係イベントに出展するなどし、就

農希望者の募集に力を入れていく予定であります。

また、来年度の取り組みについては、尾花沢すいか

農学校とほかのスイカ生産団体とで、研修の合同開催

を検討していくなど、新規就農者の生産技術向上のみ

ならず、尾花沢すいか生産者が一体となった事業の開

催により、関わりを深め、お互いが切磋琢磨していけ

るような、尾花沢すいか農学校の取り組みを進めてま

いります。

さらに、若手女性の担い手によるスイカ生産者グル

ープを結成し、尾花沢すいか農学校のホームページに

て、女性農家の活躍を積極的に発信することや、首都

圏で開催されます、新・農業人フェアなどへ、尾花沢

すいか女子会として出店され、来場者の皆様に、スイ

カ栽培の楽しさを伝えていただきたいと考えておりま

す。

このような夏スイカ生産量日本一を守る関係者が一

丸となった取り組みが注目され、昨年は千葉県の富里

市から本市へ視察研修の打診があったところではあり

ますが、残念ながら７月の豪雨災害対応と重なってし

まい、実現には至りませんでした。今後、先方から再

度お話があった際には、スイカ産地同士の交流の一環

として、ぜひ受け入れをさせていただきたいと考えて

おります。

次に、新年度の移動市役所の活用についてお答えを

いたします。

移動市役所については、通信機器を搭載したマルチ

タスク車両の機動性を活かした行政サービスの提供を

目的に、令和５年度から取り組んでいる事業でありま

す。令和５年度については、マイナンバーカードを活

用した電子タクシー券の手続きに活用し、市内30ヵ所

で延べ263名の方が手続きをなされ、手続きされた方

からは大変好評を得たというところであります。

令和６年度については、新たに通信環境を整え、ネ

ットワークを構築し、もっとまるだし未来まつりでの

ｅスポーツ体験や、昨年10月の衆議院議員選挙、１月

に行われた山形県知事選挙での期日前投票のほか、市

内老人クラブを対象にしたスマホ教室など、マルチタ

スク車両として、幅広い活用を図ってまいりました。

議員からは、来年度の移動市役所の運用についてご

質問をいただきましたが、令和7年度については、希

望される方のお近くまで出向く、いわゆるドア・ツ

ー・ドアでの各種証明書の発行や、同じく来年度実施

するＡＩデマンド事業にて、配車の手配が簡単にでき

る、スマートフォン活用を学ぶ、いわゆるスマホ教室

を継続して行っていく考えでございます。

また、健康や医療という分野については、現在の車

両だけでは難しいかもしれませんが、将来的には、市

民ニーズを捉えながら取り組みを推進していければと

考えているところでもあります。

移動市役所の愛称を公募してはとのご提案につきま
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しては、移動市役所が市民にとりまして、親しみやす

く愛着を持っていただくためには、愛称の公募は有効

な手段であると考えておりますので、実施に向けて今

後検討してまいります。

以上で、私の答弁とさせていただきます。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

伊藤議員。

◎２番（伊 藤 浩 議員）

それでは随時、再質問をさせていただきます。

まず、地域計画の今後の進め方、これ私の思ったと

ころと全く同じところなんですけれども、やはりあの

５地区だけの話し合いだけではなくて、その前段とな

る前の人・農地プラン、いわゆる35組織体、これ集落

の組織ということになるかと思いますが、そこの組織

をベースに、今後とも進めていただきたいというのが

私の思いでございました。その背景、いろいろあるん

でございますけれども、まず大きな課題として、やは

り規模の小さい農家の皆さんが、この地域計画の中か

ら取り残されていくようなことがあってはいけないと

思っております。そのために、やはり話し合いのベー

スは各集落単位でやっていただいて、そこから地区ご

との話し合いというステップを組んでいただきたいと

いうふうな内容でございます。まずそのようなことで

進めていただくというふうなことでございますので、

今まで12年ほど人・農地プランの話し合いをずっと続

けてきていただきました。今回、５つの地区ごとの、

まず最初の段階の計画が見えてきたわけでございます。

これまでこの計画に携わった皆さんのご努力には、心

から感謝を申し上げたいというふうに思っております。

答弁にもございましたが、決してこれが最終的な姿で

はございません。まず、いわば本当のスタートという

ふうな段階だと思います。おそらく今の農業情勢から

見ますと、この見直しという作業は、私は毎年これか

ら継続してやらなければいけないような、そんな状態

になってくるんではないかなというふうに考えておる

ところでございますが、農林課長はその辺のあたりを

どう捉えていらっしゃるか、お伺いしたいと思います。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

農林課長。

◎農林課長（五十嵐 満 徳 君）

お答えいたします。地域計画の策定につきましては、

昨年度から２年間にわたり、各集落、そして地区に分

かれての話し合いを行ってまいりました。いよいよあ

の３月をもって地域計画完成するわけでございますけ

れども、地域計画は議員仰るとおり、策定して完成で

はございません。毎年見直しを図りながら、より実効

性のある地域計画を目指すのは、これから地域の農業

の将来のあり方であるというふうに認識しております

ので、見直しについては、今年度やってきた方針に基

づきまして、毎年見直しを実施させていただきたいと

いうふうに考えております。以上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

伊藤議員。

◎２番（伊 藤 浩 議員）

その集落単位の話し合いをベースにこれからも進め

ていただくわけでございますが、まだやはりその集落

によっては、なかなか担い手の方がもういないんだと

いうことで、話し合いも、前向きな話し合いもなかな

かできないという集落もあるようでございますが、ぜ

ひ、このあたりのフォローも一緒にしていただきなが

ら、冒頭申し上げましたように、小規模の農家さんで

も取り残されることのないような地域計画に、ぜひし

ていただきたいというお願いを申し上げます。

次の質問でございますけれども、畑地化促進事業と

水田活用直接支払事業の今後の課題ということにつき

まして、先ほど市長から答弁をいただきました。令和

９年から、この制度が今、大きく見直されようとして

おります。私たちも先日上京した際、26日でございま

した。農林水産省の方から、これから農林水産省が考

えているこの事業についての進め方等について、いろ

いろとお話をお伺いしてきました。今の段階のお話を

伺いますと、やはり令和５年から始まった畑地化とは

全く見方を変えた、いわゆる従来の畑も含めて、水田

も含めて、農地全体を畑地化するというふうな捉え方

でやっていくような制度になるようでございます。い

ずれにしましても、先ほど、これも市長からございま

したが、いわゆる農家の皆さんが、今後生産意欲をな

くすことのないような、従来の農業振興を図っていけ

るような、そして農地が崩壊せずに守れていくように、

県や国に対して要望していくというようなこと。今ま

でも、この特に畑地化については、私も何回も市長に

お願いを、継続についてのお願いをしてまいりました。

また、これからもいろんな課題が出てくるかと思いま

すけれども、引き続き県、国に対しての要望活動、今

後ともお願いを申し上げたいというふうに思います。

その中で現在、尾花沢市の農家の皆さんが、ほとんど

関わりを持っている事業が、大きい事業が２つあるわ

けでございます。今後の中で、大変この事業が影響し

てくるんではないかなというふうに考えました。とい

うのは、多面的機能促進事業、現在37組織で水田面積
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2,962haが今対象になっております。もう１つ、中山

間地域直接支払事業、こちらのほうは今現在30組織で、

329haが対象になった事業として継続されております。

どちらの事業も国、県、そして市の交付金がベースに

なっておりますけれども、この交付金があることで、

やはりその農地を保全しなければいけないという、逆

の面からの農地の維持管理はできているわけでござい

ますけれども、先ほど申し上げました畑地化促進事業、

これが本年度の３年目でございますから、おそらく来

年度、令和８年度、令和９年からは今度全く別な事業

として展開されるようになれば、令和８年以降です、

この畑地化が終了して交付金がなくなりますと。そう

なった場合、先ほど申し上げました多面的機能、ある

いは中山間直接支払事業、このどちらの事業にも該当

しない農地は、公の交付金というのは全く今度なくな

ります。現在、尾花沢の農地で、この２つの事業に該

当しない農地がどのぐらいあるのかなというふうな思

いで、今回また資料を出していただきました。全体の

水田面積、転作も含めた面積でございますけれども、

4,200haございますから、約1,000haがこのどちらの２

つの事業にも該当していないということになるわけで

ございます。そうなった場合、畑地化が終了して、こ

の事業に該当していないというふうになれば、交付金

が全くなくなるわけでございます。農地が荒廃してし

まう心配はですね、非常にそのリスクが高くなるんで

はないかなというふうに思います。それで１つ提案な

んですが、いわゆる先ほど申し上げました、今後地域

計画を進める中で、これを35組織の中で特にこの事業、

私個人的には中山間直接支払事業、これも個人のほう

に直接支払いされますので、こちらのほうを優先して

いただければなというふうに思いますが、ぜひ地域計

画の中で、現在この事業が該当していない地域を、新

たにこの事業に取り組んでいくような、そういうふう

な働きもしていかなければいけないのではないかなと

いうふうに思います。これからの地域計画の話し合い

で、そういうテーマも入れていただきたいと思うんで

すが、いかがでしょう。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

農林課長。

◎農林課長（五十嵐 満 徳 君）

お答えいたします。地域の農地を維持していくため

の手段として中山間直接支払い制度、そして、多面的

機能支払交付金制度。本当に各集落では、国の制度を

有効に活用していただきながら、農地の維持管理に努

めているのが現状でございます。ただ、この制度につ

きましては、国の制度であり、各地域では農家の高齢

化、そして担い手不足ということで、国の制度に事務

処理とか制度の周知について、制度に着いていけない

という集落が多々発生しているような状況で、年々、

年を重ねるごとに、もう今年度でこの制度ができない

と、来年からはやめるという集落も、少しずつ増えて

きているような状況でございます。そのような中で、

新年度からは地域計画が農政の基本ということで、こ

れから進めていくわけでございますので、まずは各集

落で国の制度に参加できないということのないように、

集落を広域化するとか、もしあの事務ができないんで

あれば、事務のほうを業者に委託するとか、そんな形

で進めていって、全ての集落が国の事業に参加できる

ようにできれば良いのかなというふうに思っていると

ころでございます。まずは地域計画の中で、各集落で

今の課題を十分話し合っていただいてですね、各集落

の課題解決に向けて、地域計画をベースに今後とも進

めてまいりたいというふうに思いますので、ご理解の

ほう、よろしくお願いいたします。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

伊藤議員。

◎２番（伊 藤 浩 議員）

確かに課長仰るとおり、今の活動組織の中でも、い

ろんな問題を抱えているということは、これ事実かと

思います。しかしながら、私も議会に来てから５、６

回はお話させていただいたかなと思っていますが、や

っぱり農地や山林、これはもう主に個人の持ち物であ

るわけでございますけれども、私は尾花沢の財産と思

わなければならないんではないかなというふうに思っ

ています。農地、大事な農地がこれからもずっと守ら

れていけるように、いろんな手立てをしながらですね、

地域計画の中にも活かしていただけるような、そんな

進め方をぜひしていただきたいというふうに思います。

３点目でございます。尾花沢すいか農学校でござい

ますが、初年度14組16名の参加だったと思いますが、

１年間の活動の中で、どんな課題が見えてきたのかお

伺いをいたします。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

農林課長。

◎農林課長（五十嵐 満 徳 君）

尾花沢すいか農学校につきましては、新規就農者の

開拓と、そして定着を目指しまして、夏スイカ日本一

の産地を守っていくということと、あとは人口減少対

策、定住対策ということも見据え、昨年の４月にスタ

ートさせていただきました。新規就農者の皆さんには、
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産地を守っていくという、そしてブランド力をけなさ

ないと。そして、全国の市場に認められる品質の高い

生産技術を習得していただくということが、このすい

か農学校の使命として思っているところでございます。

ベテラン農家と新規就農者がブランドを守っていくん

だと。そして後継者に引き継いでいくんだという、同

じ気持ちで栽培できるような学校体制づくり、この体

制づくりが１年間の課題だったのかなというふうに思

っておりますので、新年度に向けまして、学長を中心

に委員の皆さんと、一年を振り返った課題について現

在検討させていただいているところでございます。以

上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

伊藤議員。

◎２番（伊 藤 浩 議員）

合わせましてお分かりになるようでしたら、来年度

以降の人数的な部分、あと考え方も含めて、そのあた

りはいかがでしょう。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

農林課長。

◎農林課長（五十嵐 満 徳 君）

人数的な部分ですか、はい、新年度開講２年目とい

うことになりますけれども、新規就農者にとって、尾

花沢に移住してスイカを栽培するという、人生の中で

も職業を決定するということは、本当に大事な決断で

あるのかなというふうに思っております。これまでも

新規就農者の確保に向けて、すいか農学校も取り組ん

できたところでございますけれども、今まさに新規就

農の方たちも決断を迫っている方、もう決断を決めて、

来年は学校に入校するという方もいらっしゃいますけ

れども、今まさにあの決断を、決めようとしている方

もいらっしゃいますんで、今のところ人数は、今日の

時点でははっきり申し上げられませんけれども、我々

すいか農学校としても、新規就農者の確保に向けて、

精一杯努力しているところでございます。以上です。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

伊藤議員。

◎２番（伊 藤 浩 議員）

２年目の事業ということで、大変あの課題ももちろ

んあるかと思いますが、これまで夏スイカの産地とし

て定着してきた尾花沢すいか。今現在で約300haほど

の栽培面積だそうでございますけれども、これをなん

とか守っていくためにですね、やっぱりほかの地域の

皆さんからも援助をしていただきながら、産地を守っ

ていただきたいというふうな思いでございます。来年

度のいろんな事業計画も先ほど挙げていただきました。

ぜひ、あの都会のほうに出向いた状態でも事業をして

いただくようでありますけれども、新・農業人フェア、

これ従来やっている事業かと思いますけれども、やは

りいろんな手立てを使っていただきながら、一人でも

多くの方がこの尾花沢でスイカ栽培をやってみたいと

いうふうな思いを持たれるように、頑張っていただき

たいというふうに思います。

あと、答弁で触れていただいたように、千葉県の富

里市、ここもですね、産業厚生常任委員会の昨年、行

政視察に富里市に伺ってまいりました。いろんな手立

てを使って、なんとかスイカを売り出したいというふ

うな、いろんなことを本当にやっておられました。市

のすいか条例という条例も制定されております。その

席で、市長さんがですね、わざわざ出ていただきまし

た。先ほど市長から、尾花沢市長から答弁あったよう

に、７月はぜひ行きたかったんだけれども、こういう

ふうな状況で行けなかったと。ぜひこれからお付き合

いをしていただきたいというお願いも受けてまいりま

した。今後、富里市さんとのほうですね、ぜひ向こう

から１回アプローチを受けたわけでございますので、

市長ぜひあの尾花沢のほうから今度は逆に、発信をし

てもよろしいんではないのかなと思いますが、いかが

でしょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

市長。

◎市 長（結 城 裕 君）

先ほどお話申し上げたとおりでですね、昨年は本当

に、ある意味非常に良い機会があったんでしょうけれ

ども、そんなことで、うまく整わなかったというよう

なことで、今議員の仰ったようにですね、機会を見て、

こちらからお話を申し上げることはよろしいんではな

いかなと。ただ１点ですね、私、最近、情報を、その

市場関係の方々から直接お聞きしました。現在、日本

でスイカ産地トップ３、熊本、富里、尾花沢と、まも

なく逆転するのではないかと、いうふうなことを情報

を得ました。得られました。これはあくまでも私は未

確認情報なんで、特に公式に何かあるわけではないん

でしょうけれども、そういうことがちょっとお聞きす

る機会がありました。やはり今の、おそらく気候変動

が、かなり大きく影響しているだろうと思うんですが、

富里地区においては、従来スイカ生産者の方々が、ど

んどん別の品目に変わっておられるという情報のよう

でした。特にその野菜ですね、野菜、葉物野菜という

んでしょうか、そういうものにどんどん転換されてい
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るというような状況のようです。したがいまして、尾

花沢チャンスですね、もうまず間違いなく日本一を目

指してですね、これはまあ熊本にも言えることだそう

です。そもそもスイカ生産者が高齢化してきて、その

中でスイカの生産よりも野菜生産したほうが収益があ

るということなのかもしれませんが、どんどんそうい

うふうに変わっておられます。そういう中で尾花沢市

が移住者もおられ、そして新規で就農される方、少な

くともスイカ生産者、高齢で辞められる方の後をしっ

かり受け継げるような方々がおられて、少なくとも現

状維持の確保はできている。さらにもっともっと収量

も増えるようなことを、すいか農学校を中心にですね、

生産者、頑張っておられるというようなことで、我々

もいろんな情報、我々が今度はいろいろお教えできる

ものがあるんであればですね。そしてまた富里市のほ

うからも、今まで培われてこられた実績なんかもお聞

きできるような、相互にメリットのあるようなことが

できればなというふうに思っているところであります。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

伊藤議員。

◎２番（伊 藤 浩 議員）

ぜひ前向きに進めていただきたいというお願いをし

たいと思います。

２項目目の移動市役所の新年度の活用でございます。

実質今度３年目ということになろうかと思いますが、

初年度、そして今年度、ステップアップをしながら進

めてきたというふうなことでございます。当初、この

事業がスタートする時に伺った話のイメージ、私自身

としては、こんなイメージを描いておりました。例え

ば、自宅で介護を受けている高齢者の印鑑登録とか証

明書発行のサービスを、自宅で受けることができるよ

うにする。最終的にはそういう姿がこの事業の最終的

な姿ではないかなというふうに考えておりました。今

日のご答弁で、いわゆるドア・ツー・ドア、希望され

る方の近くまで出向くというふうな答弁内容ございま

したが、これは今申し上げましたように、各個人の家

まで車が出向くというふうな捉え方でよろしいんでし

ょうか。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

総合政策課長。

◎総合政策課長（永 沢 晃 君）

ドア・ツー・ドアという形で、その自宅の方からの

呼び出しに際しては、その自宅のところまで行くとい

う形です。ただ、家の中とか外という表現ではなくて、

あくまでもその方の要望のあったところまでは行きま

すよというふうなものでありますので、よろしくお願

いします。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

伊藤議員。

◎２番（伊 藤 浩 議員）

これも実施しながら、やっぱりいろんな課題が出て

来ようかと思います。それらの課題をまず一つひとつ

対応しながら進めていかなければいけないというふう

に思います。ぜひ特に高齢者の、先ほど申し上げまし

たように、そういうイメージに基づいてですね、この

事業が運用できるように、今後ともこの事業、前向き

に進めていただきたいというふうに思います。

あと、ご答弁の中で、健康医療の分野というふうな

お話もございましたが、これもあの、それ私たち、あ

の県立庄内病院の医療を、いわゆる車で患者さんのと

ころまで出向いて、いろんな診療を、データを送信し

ながらやるというようなお話も伺ってまいりましたが、

やはり車そのものもですね、今の移動市役所の車だけ

では大変困難な部分があるんではないかなというふう

に私は思いました。ただ、やはり将来的な課題として、

尾花沢市でもそういうニーズが出てきた場合は、対応

できるような考え方は、持っていかなければいけない

んでないかなというふうに思いますんで、ぜひ前向き

な取り組みをお願いしたいと。

２点目の愛称につきましては、ぜひ市民の皆さんか

ら公募していただいて、皆さんがよりこの移動市役所

という事業になじめるような、楽しくなるような、そ

ういうふうな愛称をぜひ付けていただきたいというふ

うにお願いを申し上げます。

以上で、私の質問を終わらせていただきます。あり

がとうございました。

◎議 長（菅 野 修 一 議員）

以上で、伊藤浩議員の質問を打ち切ります。

本日はこの程度にとどめまして、これにて散会いた

します。大変ご苦労様でございました。

散 会 午後３時31分
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